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結 核 外 專 門 雑 誌

Koch氏 菌 ノ「アeト ン」抽 出物 ノ 注 射 二 依 ル人

型 、鳥 型 及 義 結 核菌 ノ生 饅 内 二於 ケ ル生 物 學 的 性

歌 ノ墾 化 二關 ス ル研 究

L.]NbgreetJ.Valtis:EssaisdemodificatioRin

vivodespr{》pri6t6sbiologique§debacillestubercい

leuxdetypehumaiRetaviaireetdubacillepara一

加berculeuxdelaH6aleparl,extraitac6toniquede

bacilledeKoch.(Annalesdel'lnstitutpasteur.T.

55.No.2,1935)

結核 菌 ノ濾 過 型 ヲ海 瞑 二接 種 シテ、 後 引績 キKoch

茂 菌 ノ「ア セ トソ」抽 出物 ヲ皮 下 注 射 スルb、 此濾 過 型

結 核菌 ハ海 狸 二封 シテ毒 カ ヲ同 復 ス ル事 實 ガ アル。此

;fアセbソj抽 出物 注 射 ノ 方 法 ハ 極 微 量 ナ 結 核 菌 シカ

含 マ ナ イ ト思 ハ の レ様 ナ病 的材 料 カ ラ 菌 ヲ 槍 出 セ ソ

}ス ル場合 、叉 ハ幼 若 ナ結 核 菌 ノ検 出 二使 用 シテ優 レ

タ方 法 デ アルeSIL場 合 槍 出サvl菌 ハ培 養 初 代 二於 テ

ハ、 人 型、牛 型 及 ビ鳥 型 結 核 菌 ノ3ツ ノ性朕 ヲ併 セ有

メ,レ コ トが多 ク、培 養 世代 ヲ累 ネ テ行 ク ト其 性 状 ハ イ

ヅ レカ1ッ ノ定型 的 ナ 菌 型 ニナ ル ノ が 普 通 ノ 様 デ ア

ル。 デ著 者等 ハ、 果 シテKoch氏 菌 ノ 「アセ ト ソ」抽

出物 ヲ注 射 ス ル ト、結 核 菌 が生 禮 内 二於 テ生物 學 的 二

墾 化 ヲ來 ス カ ヲ疑 ヒ、動 物 實 験 二依 ツ テ次 ノ如 キ結 果

ヲ得 テ ヰ ル、

ユ.家 兎 二 人型 結 核 菌 ヲ接 種 シ、後 引績 キfア セbソ 」

抽 出物 ヲ注 射 シテ モ、人型 菌 ノ家 兎 二封 ス ル毒 力 ハ増

強 シナ イ。

2.海 狸 ノ場 合 モ 同様 ナ成 績 デ 、「アセbンBlll出 物 デ

庭 置 ヲ受 ケ タ結 核 海 猿 カ ラ分 離 シタ菌 へ 健 康海 猿 二

野 ンテ毒 カ ヲ増 強 スル様 ナ 鷲 レハ ナ ィ。

3.島 型 及 ビ義 結 核 菌 ヲ、「ア セbろ 抽 出物 ノ注 射 ヲ

経 過 シナ が ラ海 猿 ヲ轍 代 通 過 セ シメ テ モ、本 菌 二依 ル

海 狸 ノ全 勇 感 染 ヲ得,レ 漂 トハ 出來 ナ ィ。 然 シ乍 ラ、菌

ノ注 射局 所 ニハ、封 照 二比 ジテ、 倣 等 多 籔 ノ抗酸 性菌

ヲ誼 明 ス ル。

之 等 ノ観察 力 ラ著 者 等 ハ前述 ジタKoch氏 菌 バ ア セ

トソ」抽 出物 ノ注 射 二依 ル結 核 菌 ノ検 出法 ハ、 生 禮 内

二於 テ へ 何 ラ結 核 菌 二封 シテ生物 學 的 ノ攣 化 ヲ奥 ヘ

ノレモ ノデ ハ ナ イ ト結 論 ンテ ヰ ル。(傳 研 、 高 橋 抄)

結 核 菌 ノ合 成 培地 培 養 濾 液 ヨ リ分 離 セ ル 残 饒 抗

元i"Antigbner6siduel」 ノ研 究

G.SandaretW.Schaffer:EtudedePintig壱neres-

idu61desfiltratsdeculturedesbacitlestuberculeux

surmilieuxsynth6tique(AnnalesdeL'lnstitutpas・

teur.T.55.No.2,1935)

残 餓抗 元 ノ名 稽 ハH.Zinsserガ 初 メ テ使 用 シ出 シタ

モ ノデ、細 菌 々禮 叉 ハ培 地 カ ラ分 離 セ ラ しタ抽 出 物 ノ

中 デ、蛋 白盤 ヲ含有 シナ イ所 謂 多糖 類 ノ部 分 ヲ指 ス ノ

デ ア]tZgPolyhol◎sideSje近 來 此 淺鯨 抗 元 が 血 清 學 的

二重 要 ニナ ツテ來 タ。

著 者等 ハ結 核 菌 ノ 合 成 培 地 ノ 培 養 濾 液(Sauton氏 培

地)カ ラ殆 ソ ド純 粋 二此 多糖 類 ノ部 分 ヲ分 離 シ、 之 ヲ

抗 元bジ テ 「BCG」 デ免疫 シタ 馬血 清 及 ビ 菌 膿 蛋 白 デ

免疫 シタ家 兎 血 清 等 ヲ使 用 シ、補膿 結 合反 慮 二依 ツテ

其抗 元 性 ヲ研 究 シ テ ヰル。著 者 等 ノ分 離 シ タ多 糖類 ノ

部 分 ニハ窒 素 及 ビ燐 ハ検 出 サ レズ、極 小 量(2.8%)ノ

「リポ イ ド」ヲ含 有 シテ ヰ ル
,此 「リポ イ ド」ハ 「ア;レコ

ー ル」及 ビ ェー テ ナレ」デ塵 置 シテ モ分 離 不 可 能 デ ア ノレ

が、取 出 ンタ多糖 類 ノ抗 元 性 ハ此 「リポ イr' .iノ存 在 ニ

ハ依 ラ ナ イ事 、及 ビ此 句 ボ イ ド」ハ何 ラ血 清 學 的 二作

用 ヲ有 シナ イ コ トヲ實 験 的 二確 メ テ、著 者等 ノ多 糖 類

ハZinsserノ 所 謂 鰻 鯨 抗 元 ニ ー 致 ス,レモ ノデ ア ルb

属 ツテ ヰ ル。

實 験 成 績 二依 ル ト多 糖類 夫 自勇 ハ 抗 元 性 ヲ 有 シナ

イ。帥 チ本 多 糖 類 ノ水溶 液 デ メ チル アル 隷一 ンレP依

ツテ色 々ナ部 分 二 分 割 スル1・、 ろ0%以 下 バ メ チル

アjU・・一 ル」デ分 割 サ レタ部 分 ニハ 多 糖類 ノ大部 分 が

移行 ス ル が抗 元 性 ハ非 常 二弱 イ。 之 二反 シテ5σ 一80

%ノ 「メ チル ア ル コ ー ル」デ 分 割 サ レタ 部 分xハ 少 量

ノ多 糖類 ンカ移 行 シナ イニ モ カ ・ワ ラ ズ(全 多 糖 類 ノ

2・5-3・5%)、 其 抗 元 性 ハ前 者 ノ比較 ニナ ラ ナ イ 程 強



1061 抄

イ.然 シ此部 分 モ水 及 ビヂメ チ ル アル コー ノレ」ヲ以 テ何

度 モ洗 瀞 ス ル ト洗 灘 ス ル ニ從 ツ テ 其 還 元能 力(加 水 分

解 後 ノ)ハ 墳 強 シ テ來 ル ガ、 抗元 ト シテ ノ作 用 ハ減 弱

ス ル.叉 同程 度 ノ抗 元 性 ヲ有 ス ル部 分 デ モ其 還 元 能 カ

ニ著 シイ差 異 が ア ル場 合 が ア ル、抗 元 性 ノ弱 イ部 分 ニ

ハ 此 標 ナ事 實 ハ ナ イ。 之 等 ノ黙 カラ考 へ,レ ト、多 糖 類

ノ抗 元 性 ハ何 力他 ノ有 数 物 質 ヲ 吸 著 シテ ヰ ル タ メ デ

ア ラ ウ ト考 ヘ ラ レル.多 糖 類 申 ノ有 数 ナ部 分 ハ非 常 二

微 量 デ全膿 ノ2-3%位 デ アル。吸 著 サ レテ ヰ ルb考

ヘ ラ レル有 数 物 質 ノ物理 的 及 ビ 化 學 的性 獣 ハ 未 ダ分

明 シ ナ イ が、 大 キ ナ吸 著 力 ヲ有 ス ル 物 質 デ アル ラ シ

〃、多 糖 類 カ ラ此 部 分 ヲ分 離 スル つ トハ非 常 二困難 デ

ア ル.デ 其性 状 モ「リポ イ 門 様 ノ モ ノ カ將又 多糖 類 様

ノモ ノ カノ・確 定 出來 ナ イ。(傳 研 、 高 橋 抄)

BCG又 ハ結 核 死 菌 ヲ以 テ 虚 置 セ ル 動 物 ノ「パ ン

グ」菌S封 ス ル抗 饅 彦 生 二就 テ

W.Samewiec:D6veloppementdesanticarpsantibr-

ucelliqueschezlesaRimauxtrait6sparleBCGau

pardesbacillestuberculeuxmoガts(Annalesde]L,Ins。

titutpasteur.T.55.No.2,1935)

Calmette及 ビ.Gu6rin二 俵 ツ テBCG二 俵 ル結 核 豫

防 法 が講 ジラ レテ以 來 、豫 防接 種 ヲ受 ケ タ新 産 見 ノ結

核 以 外 ノ原 因 二依 ル死 亡 奉 モ少 〃 ナ ツ タ。之 ハBCG

ニ ハ其 特 異 的 ナ免 疫 作用 ノ外 二、接 種 ヲ受 ケ タ個 盟 二

葬 特 異 性 ノ抗 艦 ヲ産 生 ス ル能 力 ガ アツ テ、爲 二個膿 ヲ

他 ノ病 氣 ノ感 染 カ ラ保 護 ス,レノデ ・・ナ イ ダ ラ ウ カ。此

様 ナ考 ヘ ノ下 カ ラ 著 者 ・・「BCG」 接 種 海 狸 二 らぐソグ」

菌 ヲ接 種 ジテ其 抗盟 産 生 率 ヲ 他 ノ 「BCGノ 接 種 ヲ受

ケ ナ カ ツ タ封 照 動物 ト比 較 シ、抵抗 力 増 強 ノ如 何 ヲ研

究 シタ。外 二結 核 死 菌 接 種 ノ場 合 ノ「バ ソグ」菌 二劉 ス

ル抗 膿 産 生 率 二就 テ モ實 験 シタ導其 實験 成 績 ハ次 ノ如

ク デ ア2レ。

1.「BCG:ノ 接 種 ヲ受 ケ タ海 瞑 ハ 封 照 動物 二 比 シテ

抵 抗 力 が増 強 ス ル.封 照 動物 血 清 ハ凝 集 反 鷹 二依 ル ト

600-1000倍 マ デ凝 集.IX」1■が、 「BCG」 接 種 海 狸 ハ 多

クbモ100倍 、 或 場 合 二 ・・30倍 以 上 デ・・凝 集 シナ イ

コ1・jb・ア ルtS之 ハfBCG」 接 種 海狸 二於 テ ハ、 接 種 サ

vタ 「バ ソグ」菌 ハ鐙 内 二於 テ 直 チ ニ 破 壌 サ レテ シマ

ウタ メ デ ア〃 ト考 ヘ ラ レル。 事 實 、 「BCG」 接種 海 猿

二於 テ ハら《ソグ」菌 ノ培養 試験 ハ 常 二陰性 デ ア ル。

2・ 「BCG」 接 種 後3-9ケ 月 が 一番 抵 抗 力 ノ 増 強 ス

ル 時 デ ア ル.叉 接 種 量 が多 イ程 抵 抗 力 ハ強 イ、
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3.結 核 死 菌 接 種 ノ場合 ハ此 事 實 ハ ナ ク、「バ ング」菌

ノ抗 髄 産 生 ヲ阻 止 ス ル 諏 トハ ナ イ。

4。 「BCG」 叉 ハ結 核 死 菌 接 種}・ 同時 二「バ ソグ」菌 ヲ

接種 シテ モ上記 ノ榛 ナ事 實 ハ ナ ク、「バyク'」 菌 ノ抗 髄

産 生 二何 ラ影 響 セ ラ レナ イ。(傳 研 、 高 橋 抄)

結 核 菌 菌 血 症 ト早 護 性 痴 呆 症

LM.Kepeloff,N.Kopeloff,LE.HinsieandI.L.

Etchells:(JGumalofBacteriolegy1935,Volume

30,Number1)

Kope1◎ff及 ビLoewe臓stei無 ・・L◎ewenstein氏 法 二

從 ツ テ精 瀞 病 患 二者 及 ビ健 康 者 ノ 流 血 中 ノ 結 核 菌 ヲ楡

シタ ノニ、其 ノ検 出率 ハ精 憩 病 患 者42名 カラハ20名 、

早 登 性 痴 呆 症 患 者34名 カラ ハ15名 デ、 健 康 者12名

中 カ ラハ1名 モ結核 菌 ヲ検 出 シナ カ ツタ ト1934年 二

獲 表 シタ。 更 二略 同様 ナ 實 験 ヲ績 ケ タ ノ ニ、 今 度 ハ

54名 ノ健 康 者 中 二5名 モ 結 核 菌 ヲ流 血 中 二壁 見 シタ

,レニ反 ジ、25名 ノ活 動 性 肺 結 核 患 者 及 ビ24名 ノ眼結

核 患 者 カ ラハ 全 ク結 核 菌 ヲ謹 明 ス ル 事 が 出來 ナ カ ヅ

タ。 叉96名 ノ 早號 性 痴 呆 症 カ ラハ27名 、19名 ノ

Misce}laneouspsychosesandneurosesカ ラ ノ・7名v

結 核 菌 ヲ詮 明 シタ。 コ レ ヲ前 實 験 二比較 シテ 見 ル ニ、

前 同 デ ハ 活 動 性 肺 結 核 患 者 及 ビ 早 螢 性痴 呆 症 ニア ツ

テ ハ結 核 菌 ノ流 血 中 ノ槍 出率 が甚 ダ ヅク 高 ヵ ッタ ノ

ニ反 シ、 今 度 ハ甚 ダ少 〃、コ レニ反 シテ健 康 者 中 ノ槍

出率 ハ前 同 ノ0二i封 シテ、 今・同 ハ54名 中5名 カラ検

出 シテ ヰ ル。 然 シ以 上 ノ 成 績 ・・著 者 等 が 結 核 菌 検 出

材 料bシ テ ノ血 清 ヲ 集 メ、 コ レ ヲVienna、LGept

wenstei魏 氏 ノ研 究 室 二迭 リ、Loewensteinガ ソ レカ ラ

彼 ノ方法 ニ ヨ ツテ槍 出 シタ モ ノデ ア ツ テ、著 者 等 が同

襟 ナ患 者 カ ラ得 タ血 清 ヲLoewensteiR氏 法 二從 ツテ

検 出 セ ソ ト試 ミタ が1例 モ 結 核 菌 ヲ 検 出 ス 〃 事 ハ出

來 ナ カ ツタ。Loewenstein氏 カラ ノ・再 三助 言 ヲ得 、 シ

カ モ薬 品 、色素 類 が全 クLoewenstein氏 使 用 ノモ ノb

同 一 ノモ ノ ヲ用 ヒテ ヰ ル ニ拘 ラズ、斯 ク モ成 績 ノ異 財

ノハ何 二因 ル ノデ ア ラ ウ カ。著 者 等 ノ・自分 等 ノ術 式 ノ

下 手 ナ ノ ニ錨 ス ル ヨ リモViennaノ 鶏 卵 ト水 トヲ 凧

ヒナ イ爲 デ ハ ナ カ ラ ウ カ ト考 ヘ テ ヰ ル。

然 シ8例 ノ結 核 性胸 膜 炎 患 者 ノ脊髄 液 カ ラハLoewen・

stein氏 法 ニ ヨ リ著 者 等 モ6例 二於 テ結 核 菌 ヲ検 出 シ

得 タ。(傳 研 、 柳 澤 抄)

Witebsky,Klingenstein及 ビKuhn氏 抗 原 ヲ以

テ ス ル 補 艘 結 合及 惣 及 ビ 沈 隆 笈 感 ニ ヨル 結 核 ノ
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血 清 診 断

Schlesmann,Car1:Der.serologischeNachweisder

TuberkulosemittelsderKomplementbindllngs・und

ImmunoflockungsreaktionunterVerwendungdes

AntigensvonWitebsky,KlingensteinundKuhn

e(Z・Immun.f◎rschgBd.85,S.254タ1935)

W・K・K・ 結 核 抗 原 ヲ使 用 シ、嘗 テ同 著 者 ガ徴 毒 ノ迅 速

診 噺 二Meinicke抗 原(M.K.R.II)ヲ 以 テ シタ沈 降 反

慮 術 式 二準 ジ、結 核 ノ診 噺 二資 セ シメ ン ト シタ。 而 シ

テ其 成 績 ヲ補 盟 結 合 反 慮 ト比較 シテ ア♪レ。(著 者 ハ抗

原 ノ稀 繹 二 〇.3%石 炭 酸食 盤水 ヲ用 ヒタ。本 法=eev

バ抗 原 使用 量 ヲ稀葎 ノ儘 保 存 二耐 エ ル シ、他 方 非 特 異

性 結 合 ヲ助 長 セ シム ル コ トナ ク シ テ 圭 反 旛 ヲ 明瞭 化

セ シム トイ フ)。

結 核 血 清411例 中補 髄結 合 反 磨 ニ ヨ}Y陽 性254(61.8

%)、 沈 降 反 鷹278(67.6%)。 肺 結 核 デ 内 課 ス ルbキ

ノ・其350例 中 陽性222(63.4%) 、 同沈 降 反 慮240(68.

6%)。 外 科 的 結 核61例 二於 テ・・前 者 陽性32(52.5%)

後 者38(62・3%)デ ア,レ。 著 者 ・・W.K.K。 反 磨 ・・免疫

反 鷹 ナ ル ガ故 二理 論 上 之 ヲ以 テ 病 勢 ノ 活 動 性 ヲ剣 ズ

ル コ トハ困 難 ナ ル ベ シ ト イフ 見 解 ヲ 持 ス モ ノデ アツ

テ、 自己 ノ成 績 ヲ以 下 ノ如 ク考按 シテ居 ル.

(1)陰 性 比 較 的 多 キハ 上 記 例 中 ニハ 感 染 ノ 時 期 的 關

係 ヨ リ抗 禮 ノ蛮 現 ヲ豫 測 ス ル コ トガ出來 ヌ モ ノ(乳 見

結核 、 幼 見 肺 門 部結 核、 粟 粒結 核 等)、 或 ハ 既 二溝 失

シ居 ル ベ ク考 ヘ ラ ル ・モ ノ(臨 肱 上 、 恐 ラ ク 生 物 學 的

ニ モ全 治 セ リ ト認 メ ラ ル ・陳 蕉例)等 ヲ 多 撒 含 ム ガ故

デ ア ル。

(2)非 結 核 性 疾 患血 清279例 中補 膿 結 合 反 磨 ニ テ24

(8・6%)、 沈 降 反 慮 ニ テ28(10.1%)陽 性 例 ヲ出 シ、 而

モ雨 反磨 共 其 過 牛 ハ強 陽 性 デ ア ソ タ。之 等 ノ反 旛 バー

概 二非特 異 性 ノモ ノ トシテ葬 リ去 ル事 ハ 出來 ナ イ。一

部 ハ臨殊 上 謹 明 シ能 ハ ザ ル 結 核 病 竈 ノ 存 在 二基 ク ベ

クー 部 ハ所 謂 既 往 性 反慮 ト考 ヘ ラ レル。其 他 雨反 慮 ハ

ヨクー致 シ、稀 二1ノ 鉄 ヲ1ヲ 以 テ補 フ場 合 アル が故

二、實 際 二當 リ雨 者 ノ併 試 ヲ萬 全 ノ策 トナ ヌ3ト ノ注

意 、肋 膜 滲 出液 、 脊髄 液 ヲ 濃 縮 シテ 前 者 ノ11中7、

後 者 ノ17ヲ 以 テ1ノ 陽性 ヲ得 タル 附 記 等 ア リe

(長 崎 署 大 細 菌 、 青 木 抄)

結 核 ノ血 清 診断 呂際 シ テ ノ抗 原 作 用 二就 テ

EyerHermann:ZurFragederARtigenfunktioRbei

derSerodiagnostikderTuberkulose(Z.Immun.fors・
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chgBd.85,S.249,1935)

W.K.K.結 核 抗 原 ガ結 核 菌 ノ種 々ナ ル 化 學 的分 析 ノ

最終 物 質 タ ル ハ衆 知 デ アル。著 者 ハ 其分 析 過 程 ノ各 分

屑 ヲ吟 味 シテ 結 核 患 者血 清 二i封ス ル 其 補 謄 結 合 性 々

能 ノ所 在 部 位 ヲ明 喋 ナ ラ シメ タ.先 ヅ酒 縞可 溶 性 部 分

ハ抗 原 トシテ使 用 二耐 ヘ ナ イ。抗原 作用 ハ 明 カニ酒 精

不 溶 性 「ア セbン 」不 溶 性 部 分 二介 在 ス ル。他 方Meyer

及 ビAndersenノ 結 核 菌 分 析 法 二 準 櫨 ンテ 氏等 ノ燐

脂 質 二相 當 ス ル物 質 ヲ得 、之 二 「vチ ・ ン」ヲ適 當 二添

加 シテ之 ヲ抗 原 トシW.K。K.抗 原 ト其 成 績 ヲ比 較 シ

タ。結果 ハ 「vチ ・ソ」添 加 ハ著 シ ク其結 合 性 ヲ増 大 セ

シメ、 而 モ甚 ダ興 味 アル事 ハ其 反 磨 形 式 ガ全 然W.K.

K.抗 原 ノ場 合b同 様 ナ事 デ ア ルe以 上 ニ ヨ リW.K.

K.抗 原 ノ結 核血 清 二i封ス ル優 秀 ナ ル 反 鷹 能 力 ハ酒 精

不 溶 性 ノ燐 脂 質 ヲ主膿 トス ル コ ト明 カデ ア リ、之 二種

種 ナ タレ随 件 物 質 ガ補 助 的 二 關 與 ス ル モ ノデ ア ラ ウ ト

考 ヘ ラ レル。(長 崎 馨 大 細 菌 、 青木 抄)

結 核 菌 ヲ含 有 ス ル下水 ノ滑 竃

Jusatz,H.J:ZurDesinfektiontuberkelbazillenhalti-

gerAbw5sser(Arch.Hyg,Bd。113,S。329,1935)

下水 ノ生 物 學 的浄 化 二際 シ、結 核 菌 ガ死滅 ス ル モ ノ ナ

ノレヤ否 ヤ ハ下 水 虜 置 ノ 衛 生 學 的 見地 カ ラ 重 大 ナ 事 項

デ ァル。 著 者 ハMarburg/SanatoriumSonnenblick

ノ浮 化 装 置 ニ ッ キ本 實 験 ヲ行 ツ タ。 原水 、濾 床 ヨ リノ

湧 出 水 、排 水 管 二於 ケ ル放 出水 ノ各 々 ヲ材 料 トシ、 硫

酸 水 前 塵 置後 海 瞑 接 種 法 ニ ヨ リ 結 核 菌 ノ 有 無 ヲ 精 査

シタ。成 績 ハ本 法 が下水 中結 核 菌 ノ除 去及 ビ其 毒 力 二

何 等 ノ影 響 ヲ モ與 へ得 ナ イ事 ヲ示 シ、防疫 上 ノ見 地 ヨ

リ此 黙 重 大 ナ ル 考慮 ヲ要 ス ベ キ ヲ指 摘 シタ。戊 ハ コ ノ

封 策 ト シテ更 二濾 水 二盤素 消 毒 ヲ 施 行 ス ベ キ ノ委 當

ナ ル ヲ強 張 シ、其 数果 ノ絶 封 ナル ヲ同 ジ ク動 物 實 験 ヲ

以 テ確 認 シタ。(長 崎 醤 大 細 菌、 青木 抄)

病 的膿 器 組 織 ノ血 清 學 的 特 異 性 二關 ス ル研 究(結

核 性乾 酷 物質 ノ血 清 學 的 特 異 性)

Hirsaf61d,L.undHalber,W.:UntersuchuRgenifber

dieserologischeSpezifitstpathologischver5nderter

Organgewebe.(VberderserelogischeSpezifit5tdes

tuberkulδsenK5ses,(Z.Immun.forschgBd 。85,S.

447,1935)

著 者等 ノ癌 腫 二關 スル 研 究 二 績 行 シテ ナ サ レタ ル モ

ノ デ アル.Lehmann-Faciu・undL・e§chkeノ 結 核 患

者血 清 中 ニ ハ結核 臓 器覆 出液 二沈 降 反 慮 ヲ 呈 ス ル 所
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謂 自家 抗 原 存 在 ス トナス 業 報 二動 機 ヲ 與 ヘ ラ レ本 研

究 二着 手 シタ。 實 験 全 部 ヲ通 ジ.乾 酪 特 異 性 ヲ同原 駿

臓 器 個 有 ノ種 閣 並 二臓 器 特 異 性 ト医 別 ス ル タ メ ニ種

種 ノ封 照 ヲ置 キ、目的物 質 モ人 肺 ノ ミナ ラズ牛 肺 ヲモ

求 メ正確 ヲ期 シタ。

乾 酪 性 肺 炎 患 者 ヨ リ得 タ ル 材 料 ノ 水 渡 加 熱 液 冤 疫 血

清 ノ當 該 蛇 二封 照 各臓 器 水 製 浸 出液 二 封 ス ル 補 盤結

合 反 慮 ヲ行 ヒ先 ヅ乾 酪 抗 髄 ノ存 在 ヲ認 定 シタ。勿論 本

抗 盟 ハ牛 肺 乾 酪 ニ モ共 通 性 ヲ有 ス ル。酒 精 浸 出液 ヲ免

疫 原 虹 二反 慮 原 トシタ場 合 モ大 盟 同様 デ アル。而 シ テ

此 際 ニハ 沈 澱 反 磨 ヲ モ併 試 ス ル事 ガ出來 タ。賦 活 鋼 加

酒 精 浸 出 液 免疫 ノ際 ニハ 、特 二人 臓 器 二於 テ正 常 臓 器

酒 精 渡 出液 二反 慮蛮 現 ス ル コ トがア ル。 次 二乾 酪 、癌

腫.膿 汁 浸 出物 問 ノ血 清學 的 關 係 ヲ同 ジ ク補膿 結 合 反

慮 及 ビ沈 澱 反 慮 ヲ以 テ探 究 シタ。癌 腫 ハ屡 く乾 酪 二陽

性 反 磨 ヲ惹 起 ス ル。此 際 ノ反 磨 が抗 原 ノ完 全 ナ ル、 或

ハ部 分 的共 通 性 二因 ス ル カ、叉 ハ 軍 ナ ル正 常臓 器 二封

ス 声レ癌 腫 組 織 ノ塘 大 セ ラ レタ ル 反 感能 二 基 〃 力研 究

ノ必 要 が ア ル。 而 シテ著 者 等 ハWitebsky氏 ノ経 験 二

立 脚 シ反 磨 原 二fvチ ・yj添 加 ヲ試 ミテ、癌 腫 乾 酪 雨

抗 原 ノ ミ著 明 二活 性 化 セ シメ ラ レ 臓 器 抗 原 ハ然 ラ ザ

リ シ所 見 ヲ得 、少 ク トモ前 揚 雨病 的 臓 器 間 ノ關 係 ハ特

異 的 ノモ ノナ ラ ソ ト推 定 シタ。

乾 酪 抗 膿 ノ吸 敢 試 験 が試 ミラ レテ アル。乾 酪 ハ完 全 二

之 ヲ吸 牧 ス ル が血 球 、正 常 臓 器 ハ弱 度 二結核 菌 ハ全 然

之 二影 響 ヲ奥 へ 得 ナイ。此 成 績 ヨ リ所 謂 結 核 補饅 結 合

性 抗 原 トハ別 物 ナ ル コ トガ解 サ レル。「ツ ベル ク リ ソ」

トノ補 鵬 結 合 反 磨 ニ ヨ リ 同物 質 ト毛 無 關 係 ナ ル事 ガ

詮 サ レタ。最 後 二乾 酪 免 疫血 清 二封 ス ル結 核喀 疲 浸 出

液 ノ陽性 成 績 が附 記 セ ラVテ ア]レ。

(長 崎 馨 大細 菌 、 青 木 抄)

結 核 菌 聚 落 ノ形 態 學 的 研 究 、 第=報,培 地 ノpH

ガ結 核 菌 聚 落 形 状 館 ニ ソ ノVirulence昌 及 ボ ス

辮

KennethC・Smithbum:ColonyMorPhologyofTu・

bercleBadlli.II.1㎡lueれceofpHofCUltureMed・

iumonCeloRyMorphelogyandVirulurenee.(Proc.

Scc・Exp・Biol・&Med・Vol・32・1935P.1936,〉 〈LabQr

RockefellerInst.Med.Res.)

結 核 菌 螢 育 中 二培 地 中 二起 ルpHノ 愛 化 、或 ハ壁 育 二

好 適 ナ ルpH等 二關 シ テハ 巳 二Birkhang.或 ノ・Ste・

enken,Oatway・Petroff等 ノ研 究 アyド 、 著 者 等 ハ 更 ・
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二此 ノ關 係 ヲ系統 的 二追 求 セ ン トシ、 培 地 ノpHヲ

適 當 二調 節 ス ル コ トニ ヨ リS.R及 中 間型 ノ三 種 ノ聚

落 ヲ匠 別 ス ル ヲ得 タ リ。

帥、 最 近 分離 セ ル 鳥型 菌3株 、 人 型菌11株 及 牛型 菌

U株 ノ各S及R型 ヲ用U、 固形 培 地 トシテ ノ・Kσ 駿・

9Grot加Corper氏 「グ リセ リ ソ」卵 黄培 地 、 ヲ燐 酸緩

衝 液(M11.5KH2PO4叉 ・・MIL5Na,iHPO2)ヲ 以 テ

pH6.0--7.2ノ 間 二 〇、2ノ 間隔 ヲ 以 テ 段 階 的 二差 別

ヲ設 ク タ ル モ ノ ニ培 工、37℃ 干3--5週 間 培 養 後生

ズ ル聚 落 ヲ観 察 セ ル ニ、 成 績 次 ノ如 シ、

(1)鳥 型R型pH6.O-6.2二 好 生 ス。

(2)牛

(3)人

S型

型R型

S型

中間型

型R型

S型

中闘型

6.0--

6。0-6.2

6。4-6.8

7。0-7。4

6.0-6。2

6。4(6。6)

6.8--7.4

動物 實験 ニ ヨル ニRハ 毒 力 低 クSハ 高 ク、中聞 型 ハS

二次 グ成 績 ヲ得 タ リ。 コ レ ヲ要 ス ル ニ 培 地 ノpHヲ

ー定 二保 ツ コ トニ ヨ リ
、生 ズル聚 落 型 及 毒 カ ヲ略 く一

定 セ シメ得 ル事 實 ヲ確 カメ得 タ リ。(北 研 、 糟 谷 抄)

人 型 結 楼 菌H3?ヨ リ分 離 シタ ル 複 合Polycac"

haridea就 テ

MichaelHeidelberger&A.E。0.Menzel:A(浴

mplexPolysaccharideFractionfromtheCellesof

TheHumanTypeofTubercleBacillusH37.(Prec.

Soc・Exp・Bio1.&Med.Vol.32.1935.P。 】150.)

(Dept.Med.,CollgeofPhysicians&Surgeons,

ColumbiaUniv.,andthePresbyterianHosp.N.Y.)

Avery及Goebel等 最 近 ノ業 績 二 依 ル ニ、 第1型 肺

炎璽 球 菌 ノPolysaecharide精 製 ノ行 程 二於 テハA1・

kaliヲ 用 ピ ザル コbガ 甚 タ『重 要 ナル 條件 ナ ル 如 シ

(Acetyl基 ノ安 定 ノ爲)。 依 ツ テ 著 者等 モ コ ノ 鮎 ヲ考

慮 二入vテ 前 同 ノ 結 核 菌 髄Polysaccharid精 製 ノ業

績(Proc.Soc.Exp.Bio1&Med.VdL29.1932.

P.631.)ヲ 再 試 ス ル ノ必 要 ヲ認 メ タ リ。 即前 同 ノ操作

トコ トナ ル事 ハ瀞 液 ヲ 常 二弱 酸 性 二保 チ テ 抽 出 ヲ行

ヒタyド 實 験 ハ相 當 困 難 ナ リキ。 然 シBi.B2「 フラ

ク シオ ンJ(弱 旋 光 性)ハ 前 同 同様 皇分 離 セ ラ レタ リ、

シカ ル ニCザ フ ラ ク シオ ソJ(強 旋 光 性 〉ニ シテ 且5%

MethylAlcohol=不 溶)ハ 水 溶 液 ハ 乳 自色 二溜 濁 ・y
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「ペ ルケ フ墨ル ド」ニテ濾 過 ス,レモ透 明 トナ ラズ。 是 レ

3リ 徐 々 二生 ズ ル沈 澱 ハ「南 レミチyj酸 「マ グ ネ シ ウ

ムJニ シテ且 「マ グ ネ シ ウム」ハ 「ア ンモ ニ ウム」b燐 酸

ノ複 盤 ナ リ。 「バ ル ミチ ン」酸 ハ60%Meth鱒oDリ

糧 品bシ テ析 出 ン、 更 二精製 ス ル ニ57--59℃ ニテ熔

融 シバy"メ 、60.-61.5℃ ニ テ 完 全 二 熔 融 ス 。C=

75.18%;H=12.73%(理 論 値C・74.92%、H=12.59

%)、 中 和 當 量=257(理 論 値256)、 コ ノC二Alkali

ヲ作用 セ シメ テ得 ルCIハ 前 報 ノC二 略 ζ等 シe

コ ノ場 合 「パ ル ミチ ソ」酸 マ グ ネ シ ウム」ハ最 初 ヨ リPっ・

1ysaccharidb複 合 禮 ヲ成 シテ居 タ ト考 ヘ ズ ンテ軍 二

後者 二随 件 セ,レモ ノ ト想 定 ス ル コ トモ 勿論 可能 ナ リ。

シ カ ・y、Boivin等 がB。dertryckeヨ リPolysaccharid

複 合 盟 ヲ分 離 シ、 コ レガ分解 ニ ヨ リ結 晶性 脂 肪 酸(性

質不 明)ヲ 俘 タ,レヲ 報 告 シ、 叉Landsteiner及Lev・

e肥 がlip()-Polysaccharid性 「フt;レ マ マ ソ」、「・・プ テ

ソ」中 二水 二難 溶 性 ノ酸 ヲ登 見 シ居 ル コ トハ 今 同 ノ成

績 ト封 照 シ興 味 アル コ ト ・云 フベ ン。(北 研 、糟 谷 抄)

早 期浸 潤 ノ レ線 像

AssmanR,H:DieDarstellungdesFrtihinfiltratsim

Rδntgenbilde。(Fertschr.R6RtgeR.51/1,1935)

1922年 及26年 著 者 ハ 初 メ テ 早 期 浸潤 二 關 シテ 詳 細

ナ ル 記載 ヲナ シ、且 其 浸 潤 ノ中央 二存 ス ル所 謂 早期 病

竈(Frtihherd)ヲ 重 要観 シタ リ。 早 期 浸潤 ハ多 ク圓形 、

多少 共 不鮮 明 ナ ル が 而 モ爾 且大 凡 ノ 境 界 ヲ劃 ス ル コ

トヲ得 。其 初 形 二於 テ ハ略 々均 等 ナル 陰 影 ヲ以 テ、 現

ハ ル。好 陵 部 位 ハ鎮 骨 下 脊 側 二近 ク若 ジク・・下葉 肺 尖

部 二多 シ。 是等 ノ部 ガ空 氣 ノ流 通 二乏 ンキ 臥 且、 淋

巴通 過 ノ緩 慢 ナ?レが爲 ト解 セ ラ,レ。下葉 肺尖 部 二生 ぜ

ル者 ノ、是 ヲ脊 腹 部 位 ヱ 線 像 二就 テ 見 レバ 肺 門 周園 ノ

結核 機 構 ト誤認 ノ度 ア リ。必 ズ左 右位 若 ンク ハ右 左 位

方 向 ノ親 察 ヲ怠 ル可 カ ラズ。

早 期浸 潤 ハ次 第 二 全然 吸牧 潰 失 セ ラ ル ・力 叉 ハ搬 痕

治癒 ヲ螢 ミ、後 二多 少 共其 陰 影 ヲ胎 ス コ トア リ。或 ハ

空洞 ヲ形 成 シ、 若 シク ハ周 園 二向 ヒ、乃 至 ハ 空 洞 内 容

ノ氣 道迷 入 吸 入 ニ ヨ リテ 結 核 菌 ヲ 撒 布 セ シメ肺 結 核

ノ原 因 ヲ螢 ム。

早 期浸 潤 ヲ病 理 解 剖 學 的 二 観 察 ス レバ 氣 管 枝 炎 型 浸

潤 二外 ナ ラズ。是 ト異 ナル所 ハ其 乾酪 化 傾 向 ノ多 少 共

濃厚 ナ ル鮎 二在 リ。其登 生 が果 シテ氣 道 ヲ介 シテ起 ル

ヤ、麗 内 血 行 性 感 染 ナ リヤハ 爾不 明 ナ リ。 著 者 ノ・是 後

二是 ガヱ 線 所 見 ノ類 症 鑑 別 ヲ記載 シ.且 、全 身 ノ理 學
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的楡 査 ト同 時 二」∠線 検 査 ノ必 要 ナ ル ヲ指 摘 セ リ。

(新 大 レ ソ トゲ ソ 關谷 抄)

レ線 像 二認 メ タル 副下 肺 葉

Bejlin,J.S:Lobulusaccessoriusinf.imR6{}tgen-

bilde(Fortschr.R6ntgen5111,1935)

副 下 肺葉 ノ認 メ ラ ル ・位 置 及 其形 状 ハ種 々ナ リ.其 現

ハ ス 三 線像 ニモ亦 特 異 ナ ♪レ鮎 ナ シ。從 テ何 等 カ ノ病 愛

ヲ件 フ ニ至 ツ テ初 メ テ 確 定 的 二 断 定 セ ラル ・場合 多

ジ。副 下 肺 葉 自盟 ノ病 攣 縦 隔 蜜 肋 膜 炎 胸 廓 縦 隔 蜜肋 膜

炎 後 ノ搬 痕形 成 ノ鑑 別 二Grasbergerハ 陰 影 斜 線 ノ走

行 形状 ヲ重 ク見 タ,レモ、右 ハ決 シテ充 分 ナ ノレ診 断 ノ根

擦 トナ ラ ズ。却 テ往 誤々 診 ノ虞 ア リ。Fleisehlter・ ・其

肺 炎 ノ場 合 二於 ク ル陰 影 ハ氣 管 枝 ノ 澄 明 像 ヲ 混 ズ ル

が故 二不 均 等 ナ リ ト 云 ヘ ル モ 著 者 ハ 同襟 ノ場 合 却 テ

均 等 ナ ノレ陰 影 ヲ認 メタ ル ヲ 以 テ 其 陰 影 ノ性 状 ヨ リ毛

亦 確 定 ヌ ル能 ハ ズ ト謂 ヘ リ。幼年 者 欝 リ老 人 二至 ル迄

凡 勾 レ年 齢 ノ各 二認 ノ得 ル ヲ以 テ 是 亦診 断 ノ 根 擦 ト

ナ リ難 シゥ慢 性 ノ経 過 ヲ辿 レ♪レ看 ニ ハ氣 管 枝 造 影 術 ヲ

行 ヘ バ診 漸 確定 ス 〃場 合 多 ク 著 者 ハ 是 方 法 ヲ 推 賞 ス

ル モ、試 験 穿 刺 ハ氣 管枝 内容 ヲ吸 引 シテ却 テ誤 診 ノ因

ヲ ナス つ トア ル が故 二注 意 ヲ要 ス ト謂 ヘ リ。無 氣 肺 ト

ノ鑑 別 ヲ要 ス.是 場合 縦 隔 窟 器官 ハ 多 ク 病 側 二偏 位

ス.著 蕎 ハ16例 中右 側4例 、左側12例 二於 テ是 ヲ認

メ、從 來 諸 家 が一 般 二右 側 二於 テ屡 認々 ム ト謂 へ'レ所

見 二反 ス ル成 績 ヲ記 載 セ リ窃

(新 大 レ ソ トゲ ン 關 谷 抄)

Tomographie特 二其 肺 診 断 二於 ケ ル感 用 二關 シ

テ

Chaoul,H:OberdieTomographieu.insbesondere

ihreAnwendunginderLuRgendiagnostik.(Fortschr.

R6ntgen.511傷1935)

通 常 左 ヒ鴇 興 ハ均髄 各 癬 ノ重 複 像 デア ル。之 二反 シ均

盟 各 厨 ノ内 、必 要 ノー 暦 ノ ミ ヲ現 ハ シ得 ル が如 キ撮 影

法 が1921年 二A.EM.Bocage二 依 テ 考案 セ ラv

タ。 其 原 理 ハ次 ノ如 ク デ ア ルゆ

圖 二於 テF1トF2ト ハ撮 影 中 二於 ク ル管球 移動 ノ爾

端 ヲ示 ス。 管球 がFlニ ァ ル トキc→dハ 乾板 移 行

板 上ei-dヨ ニ像 ヲ作 ル。 次 二軌 道F三F:ノ 上 ヲ管

球 がF2マ ヂ動 クb張e→dノ ・c2-d2二 投 影 セ ラv

,レ。管球 ノ移 動 ト同時 二乾 板 移 行 板 ヲ1カ ラ2二 動 カ

ス トc→dハ 恒 二乾 板 上 ノ同 一貼 二結 像 ス ル。之 二反

シ矢 ヲ含 ムZlsas外 ノ 諸 黙 例 ヘ バP或 ハkノ 、管球 ト乾
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f,

～ プ

板 トが移 動 ス ル間 、恒 二乾 板 移 行 板 上 種 々 ノ位 置 二投

影 サ モ/ル爲 清 失 ス ル。

管 球 ノ動 ク軌 道 ガ長 ケyバ 長 イ程 、多面 的 デ ア レバ ア

ル程 、邪魔 ナ陰 影 ノ清 失 二数 果 的 デ ア ル ト云 フ見 解 ノ

下 二Bacageハ 管 球 蚊 二 移 行 板 ハ アル キメ デ ヌ ノ蠕

線 二沼 ウテ動 カス コ トヲ提 唱 シタ。然 シ上 記 ノ條 件 ヲ

充 タ ス装 置 ノ完 成 ガ不 可 能 ナ リ シ爲 、此 問題 ハ只 輩 二

理 論 的 二興 味 ア ♪tZ7ミ ノ如 ク見 エ タ ガ、G.GroBmann

二依 リ、 新 シキ 器械 が考 案 サ レ、實 際 二用 ヒ ラル ・二

至 ツタ 。

著 者 ハ更 二Tomographノ 取 扱 ヒ 範 国 ヲ 振 大 ヌ ル コ

トヲ考 慮 シ、均 槻 各 暦 ヲ必 要 ノ厚 サ ダケ撮 影 ス ル コ ト

ニ依 リ、其 診 噺 的 債 値 ヲ高 メ ン ト試 ミタ。 完成 サ レタ

T◎mograph二 於 テ・・激 粍 カ ラ2糎 ノ厚 サ ノ範 園 二於

テ任 意 ノ厚 サ ノ層 ヲ撮影 シ得 ル。

肺 ヲ撮 影 ス ル ニ ハ原 則 トシテ3同 麿Pチ 第1二 脊 壁 カ

ラ約7-8cm距 部、 第2二 肺 門 ノ高 サ、 第3二 胸 壁

カ ラ約7cmノ 距 離 ヲ撮 ラ ネバ ナ ラ ヌ。

Tomographieハ 個 々ノ 病 的 状 態 ヲ 局 所 解 剖 的=決 定

シ得 、其 ノ振 大 度 ヲ確 實 二知 リ得 ル塵 二非 常 ナ ル特 徴

ガ ア〃.(新 大 レ ソ トゲ ン 關谷 抄)

肺 結 核 患 者 ノ血 清 ドト リプ トフ7ン 」量 二 關 ス ル臨

躰 的 研 究

生 山 昌敏 、 山 名 堅次 、 石 井 磐 夫 、剛11醤 科 大 學 稻 田 内

科 敏 室:(日 本 内科 學 會 雑 誌 、 第23巻 、第5號)

著 者 等 ハ稻 田 内科 二於 テ診 療 匂 レ肺 結 核 患者55名 二

就 キ血 清 「トリプ トファソ」量 ノ測 定 ト共 二 赤 血 球 沈 降

遽 度並 二血 液 像 ヲ検 査 セ リ.測 定 方 法 ハ血 清 外 リプ

トファソ」ノ・今 井 氏 法 ニ ヨ リ、 赤 血 球 沈 降 速 度 ハWes-

tergreR氏 法 ヲ使 用 シ次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ。 先 ヅi封

照bシ テ 健 康 男 女 各 々10名 ノ 血 清 「ト リプbフ 。ソ」

量 ・・男 子 二於 テ ハ0.M4-O・164%李 均O・143%、 女

録 【第13巻

子 ニ ア リテ ・・0.123--K}.170%、zド 均0.148%、 赤 血球

沈 降 速 度 ハ1時 間 李 均 男 子3耗 、女 子5粍 ナ リキ。肺

結 核 患 者 ノ輕 症 ノモ ノニ於 ケ ル 血 清 「トリプ トフγソ」

量 ハ正 常 量 ト大 差 ナ キ カ或 ハ 多 少 ノ墳 加 ヲ 見 ル ニ止

リ(奉 均 債0.168%)、 赤 血 球 沈 降 速 度 ハ 間 々輕 度 ノ促

進 ヲ來 ス ト錐 モ、血 液像 二於 テ ハ著愛 ナ シ。 中等 症及

重 症 二於 テ ハ先 ヅ大 髄 病 勢 進 行 ノ程 度 二癒 ジ血 清 「ト

リプ トフ。ソ」量 ノ 堆 加(中 等 症 二 於 テノ、O。170%以

上、 重 症 ・・0.180%以 上 、 最 大0.317%二 及 ブ)ト 共

二赤 血球 沈 降 速 度 ノ促 進 ヲ 來 シ 同 時 二 血液 所 見 二於

テ ハ貧血 ノ蛮 生、白血 球 ノ増 多 並 二核 左 方移 動 及 ビ淋

巴 球 ノ減 少 ヲ示 ス モ、「エ オ ジ ンJ嗜 好細 胞 及 ビ大 軍 核

細 胞 ニ ハ著饗 ナ シ.然 シ輕 症 、中等症 及 ビ重 症 ヲ通 ジ

症 例 ノ個 々 二就 テ 之 ヲ観 レバ 血 清 「bリ ブbフ γソ」量

ノ増 加 ト赤血 球 沈 降 速 度 ノ促 遙及 ビ 血 液 像 ノ愛 化 ト

ハ必 ズ シモ相蚊 行 セ ザ ル モ ノ ・如 シ。(墾 北 天 野抄)

非 結 核 性 個 膿 二於 ケ ル漕 在 性 結 核 冤 疫

A.B.BakerandM.Wethc・rby:Latent-tllberculous

ImmuneBodiesinnontuberculousIndividuals。(Jour

nalofInfectionsDiseases.Vo1.;:6,No.2,1935)

著 者等 ハ100人 ノ慢 性 關 箭 炎 ノ 成 人 患 者 二 就 テ、 連

鎖 状 球 菌 「ワ 〃チ ソ」ノ 注 射前 後 二 於 テ 結 核 菌 抗元 二

劉 ス ル補 盟 結 合 反 旛 ヲ検 シテ次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ。

100人 ノ患 者 中51人 ハ 薙 「ツベ ル 〃 リソ」ノ 皮 窟 反慮

陽性 デ 而 モ連 鎮 状 球 菌 「ワク チ ン」ノ注 射前 ニ ハ 補 禮

結 合 反 磨陰 性 デ ア ツタ.是 等 ノ内26人 卸51%ノ ・連 鎮

状 球 菌 「ワ クチ ソ」注 射 後 二 於 テ ハ 補 髄 結 合 反 慮 陽性

ヲ示 ス ニ至 ツ タ。此 ノ事 實 ノ・皮 庸 反磨 陽性 デ ア ツタ コ

トデ剣 ル様 二、該 患 者 が以 前 二結 核 二感 染 シテ居 テ ソ

ノ時 産 盤 サ レ組 織 細 胞 二 附著 存 在 シテ 居 タ トコ ロ ノ

特 異結 核 抗 膿 が 「ワク チ ン」注 射 二 依 ッテ 該 患者 ノ流

血 中 へ騙 リ出 サ レタ ノデ ア ラ ウ ト云 フ コ トヲ物 語,レ

モ ノデ ア ル。

若 シモ抗盟 存在 即結 核 防禦 卜謂 フ コ トデ ア ル ナ ラ、

以 上 ノ實験 成績 へ 一一度 結核 二感染 ス レバ其 後 永 イ間

結 核 二封 ス ル防禦 力 が持 績 的 二存 在 シ テ 居 ル コ トヲ

示 ス モ ノ デ ア ラ ウ.

100人 ノ患 者 中40人 ハMantoux氏 反 慮 陰性 デ 而 モ

連 鎮状 球 菌 「ワ ク チ ソ」 ノ 解飯 内 注 射後 モ 特 異 結 核抗

膿 二野 ス ル補 盟 結 合 反 鷹 ノ・陰 性 二終 ヅタ。

外 見 上 正 常 二見 エル個 盟 二於 テ 時 々結 核 二 封 ス,レ補

盟 結 合 反 慮 が陽 性 ヲ示 ス=ト が アツ タ が、之 ハPJ前=
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結核 二感 染 シタ際 産 生 サ レテ 居 タ 抗 禮 が 非 特 異 的 二

臨 リ出 サ レタ ノデ ア;レ ト云 フ コ トヲ 基 礎 トシテ設 明

出來 ヤ ウ。(満 大微 生物 、 占部 抄)

非 病 原 性 抗 酸性 菌 ノ生 物 學的 研 究1.Mycobac-

teriumPhlei1墾 異 二就 テ

S.A.Petroff&WilliamSteeRken,Jr:BiolGgica!

StudiesofSaprophyticAcid-FastOrganismsI.Disso-

ciationofMyc◎bacteriumPhlei(JournalofInfec・

tionsDiseasesVoL56,Ne.3,1935)

自然 界 二農 ク分 布 存 在 シ、匠 々雑 然 ト命 名 サ レテ居 ル

トコ ロ ノ極 メ テ多 数 ノ非 病 原 性 抗 酸 性 菌 二就 テ、既 二

多 ク ノ學 者 が、 其 ノ色 調 ノ程 度 、 登 育 遽 度 、分 離材 料

蚊 二其 他 匠 々タ,レ物理 學 的 生 物學 的 性状 二 擦 ツ テ分

類 ヲ試 ミタ が何 レモ途 二徒 爾 二終 ツ タ.

著 者等 ・・M.phleiヲ 供 試 シテ ソ ノ1攣異 二就 テ 實験

ジ8-10種 ノ攣 異 株 ヲ分 離 ス ルヲ 得 タ。 共 等 二就 テ

研究 シタ結 果、非 病 原性 抗 酸性 菌 ノ多籔 ノモ ノハ種 ヲ

異 ニ ス,レモ ノデ ハ ナ ク唯 一株 ト 思 惟 セ ラ レル モ ノカ

ラ ノ愛 異株 デ ハ ナ ィ ヵ ト思 バ レル ニ至 ソ タ。從 ツテ現

在 昌於 テハ 非病 原 性 抗 酸 性 菌群 間 二 在 在 ス ル 饗 異性

ガ徹 底 的 二究 明 セ ラ レナ イ 限 リ其 ノ 分 類 ノ企 テハ放

棄 ス ベ キデ ア ウ ト思 バ レル。

Mphleiノ 攣 異 ハ軍 二"R"型 カラ"S"型 二分 離

ス ル現 象 ノ ミデ ハ ナ イ。李 板 培養 ノ際 二起 ル現 象 が一

見 シタ トコ ロ輩純 ナ モ ノ ・様 二思 ハ レタ が、之 ヲ更 二

巨細 二観 察 シ タ結 果 多数 ノ攣 異期 が存 在 シテ 居 ～レコ

bガ 判 ツタ。是 等 多 数 ノ攣 異 「=ロ ニ ー」ハ非 常 二 不安

定性 デ ア ル ノデ、ソ ノ外 観 が薮 日中 二攣牝 シテ 了 ウ ノ

デ アラ ウ。

愛 異株 ノ色素 産 生能 力 モ 亦 不 安定 ナ 性 質 デ ア ツテ培

地、 光 線 、温 度及 ビ培 養 中 ノCO2並 二 〇2ノ 供 給 等

ニ ヨツ テ非 常 二影 響 サ レル.

黄色 叉 ハ 白色 ノ墾 異株 デ 海 猿 二進行 性 ノ 病 攣 ヲ起 シ

タ ル モ 〃 ・・一一・モ ナ イ がMphleiノ 攣 異 株 デ モLuba"

rsch氏 法 ヲ用 ヒテ海 猿 二接 種 ンタ際 ニ ハ 多少 ノ 進行

性 ノ病 攣 ヲ惹 起 シタ。

璽 異株 ヲ普 通 二海 猿 二接 種 シ タ 際 二 進 行 性 病 攣 ヲ起

サ シメ得 ナ カツ タ カラ ト 云 ツ テ 攣 異 株 ノ毒 力 堆 強 が

必 ズ シモ不 可 能 二終 ル トハ限 ラナ イ ノデ アル 。

(漏 大 微 生 物 、 占部 抄)

結 核 菌 鮫 二肺 炎 桿 菌 ノ集 落 解 離 二 及 ボ スPHノ

影 響
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WilliamSteenker,Jr:TheInfiuenceofthePHon

DissociationofM.tUbercKlosis、aRdFried15nder(Jo-

umalofIfifecti◎nsDiseasesVol.56,No.3,1935)

結 核 菌 並 二肺 炎桿 菌 ノ毒 力 が 培 地 ノPH二 俵 ッ テ甚

シク影 響 サ の レ ト謂 フ事 ハ周 知 ノコ げ アノげ 藻 落

解 離 二封 スルPHノ 影 響 二 關 シテ ハ 絵 リ知 ラ レテ居

ナ イノデ、 著 者 ハ 何v/PHが 集 落 解 離 並 ニー 旦 集

落解 離 サ レタ ル諸 種 ノ 攣 異 株 固 定 二 最 モ好 適 ナ ル 毛

ノカ ノ研 究 ヲ企 テ ♪レニ至 ッ タ ノデ ァ ル。

實 験 ノ結 果 次 ノ様 ナ知 見 ヲ得 タ.即 チ、

肺 炎桿 菌 二於 テ ・・、 培 地 ノ酸 性 度 増加 ニツvテ"R"

璽 型 菌 が多 ク獲 生 シ、 培 地 が「ア ル カ リ」性 ニ ナ レバ

``S"攣 型 菌 ノ獲 生増 加 ン、"R"髪 型 菌 ハ減 少 シテ

來 ル 。

rマ ウス」二i封スjレ毒 力 ハ"R"攣 型 菌 ヨ リモ"S"攣

型 菌 ノ方 が遙 カニ強 盛 デ ア ル.

人型結核菌(H37)ハ賂 第汲 ビ第二麟 加里デ徽

サ レタ酸 性合 成 培 地 上 蚊 二弱 ク緩 衝 サ レタ 「グ リセ リ

ソブ イ ヨ ソ」上=於 テ ハ其 ノ毒 力 ヲ減 ジ ル が、 第 一 及

ビ第 二燐 酸 加 里 デ 緩 衝 サ レタ 「ア ル カ リJ性 合 成 培 地

二於 テハ其 ノ病 原 性 ヲ保 持 シテ居 ル。

酸 性 「グ リセ リ ン」謄 汁 馬 鈴 薯 培 地 ハBCGノ 毒 力 減

弱 ヲ助 ケ ル。 然 シ若 シBCGヲ 緩 衝 サ レタ 合 成 培 地

上 二1年 以 上 モ培 養 スL・バ、ソ ノ毒 カ バ再 ビ恢 復 シテ

來,レ モ ノデ アノレう

PH7.0以 上 二弱 ク緩 衝 サ レタ 培 地 ヲ艀 卵 器 中 二放 置

ス レバ漸 次 酸 性 ニ ナ ル 傾 向 ガ ア ル が、 之 ハ空 氣 中 ノ

CO£ ノ吸 敢 二 由 ル モ ノデ ア ラ ウ。
◎

(満 大微 生物 、 占部 抄)

結 核 患 者 ノ尿 二就 イ テ ノ試駿 管 内 結 核 抗 元 検 査

E.Schwarzu.P.Manfrini:Laricercainvitro

degliAntigenitubere◎larinelleariRedietUberco}esi・

(LapediatriaFebbraio1935AnnoXLIIIP.153)

40人 ノ6歳 カ ラ15ec-7デ ノ學 童 デ肺 結 核 ヲ病 ム モ ノ

ニ就 イテ試 験 管 内 デ 補 禮 結 合 反 磨 ニ ヨ リ 尿 ノ抗 元 ヲ

検 索 シタ。 贋 汎 ナ活 動 性 過 程 ノア ル 時 ハ常 二陽 性 デ、

治癒 二傾 ク モ ノデ ノ、陰 性 デ ア ッ タ。コ ノ検 索 ハ臨 駄 的

意 義 ハ少 イガ理 論 的意 義 ハ大 キ イ。

(京 大 小 見 科 、 松 田抄)

小見 ノ喉 頭 結 核

BrunoPincherle:Tubercolosilaringeanelbambino・

(Lapediatria1935MaggioS.556AnnoXLIIL)
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3歳 牛 ノ男 見 デ雨 側 ノ 滲 出性 ノ 肺 浸 潤 ノ ア,v他 二浸

潤 性 壊 瘍 性 喉 頭 結 核 ガ アッ タ。咽 頭 精液 二 結核 菌 ヲ詮

明 シ、「ツ ベ ♪レク リ ン」反 磨 ハ ビ ルケ モ マ ソ トウ モ陰性

デ ア ツ タ。臨 殊 的 ニハ曖 聲 、 嚥 下 障 碍 呼 吸 困 難 ヲ呈 シ

タ。 ㌦/ソ トゲ ソ」デ肺 二墜 化 ハ 見 出 サ セナ カ ツ タ.叉

家 族 二毛結 核 ハ ナ カソ タ。(京 大 小 見科 、松 田抄)

學 齢 鬼 ノspr6no・pneumonieノ 解 割 學 的 研 究

Armand-Delille,Lestocquoy,Huguenin:EtUdeana・

tomiquedessp16ne・pneumoniedelaL6meenfance

(ActapaediatricaVol.XVI.1935.P.492)

偶 然 舞 結 核 性疾 患 デ 死 亡 シタ2例 ノspl6no・pneumonie

ノ患 者 ノ剖 検 ノ結 果 、 相 異 ス ル 解 剖 的 墜 化 ヲ 螢 見 シ

タ9

第1例 ハ肺 ノ淋 巴 腺 ノー 次 病 竈 ト浸潤bノ 間 二 關 係

ガ ア リ、大 部 分 ハ浮 腫 ヨ リ成 リ、ソノ 中 二繊 維 素 性 壌

疽 性 小結 節 が散 在 シ、 肺 門 ノ近 クデ へ 乾 酪 性 結 節 ノ

状 ヲ呈 ン、境 界 ハ不 分 明 デ周 邊 二輕 度 ノ硬 攣 ガ ア ル。

葉 間 壁 ノ淋 巴 管 ハ振 張 シ、 液 、 白血 球 、繊 維 素 性 繊 維

ヲ以 テ浦 タ サ レテ ヰ ル。 切 面 二結 核 菌 ヲ 詮 明 シ タ が、

浮 腫 、壌 疽 性 結 節 ノ中 ニ ハ獲 見 シナ カツ タ。(alv60】ite

oedemateuse)

第2例 デ ハ浸 潤 ハ始 原病 竈 ト無 關 係 デ アル。(反 封 側)

肺 門 淋 巴 腺 トモ關 係 が ナ イ。 胸 膜 二 肥 厚 硬 璽 ガ ア,レ。

肺 胞 ハ振 張 シ細胞 デ渦 タサ レ ル が間 壁 ノ肥厚 、脱 落 が

圭 ナ愛 化 デ ア ルe(pneumonie6pith61iale)島 峰 状 二埋

疽 が ア,レ。 菌 ハ 號 見 シ得 ナ カ ツ タ。淋 巴管 モ攣 化 甚 シ

ク肺 胞 内 二 見 ル ヤ ウナ壌 疽 性 分 子 ヲ 含 ム.(alv601ite

6pith61iale)

惣 ノ所 見 ハ臨 肱 上 ノ異 ル経 過 二相 當 ス ル。即 チー ハ急

速 二数 遍 、 数 月 デ吸 敦 サwyb'、 他 ハ吸 取 マ デ ニ1年

乃 至1年 牛 ヲ要 シ時 二氣 管 枝櫨 張 ヲ起 スe

(京 大 小 見 科 、 松 田抄)

犬 苦 クハ 猫 卜人 類 間 ノ結 核 傳 播

Hj釜rreu。HerlitZ=Dieeventuelleeberfiihrungder

Tuberkt韮losezwischenHundresp.KatzeundMensc』 。

(ActapaediatricaVol.XVII1935Sup.1.p.141.)

獣 結核 ノ人類 ヘ ノ感 染 二 關 シテハ 從 來牛 結 核 が 重 大

観 サ レ過 ギ テ ヰ 〃。 犬 、猫 、 猿 、野 鵡 デ モ人 型 菌 デ結

核 が オ コ リ人 類 二感 染 シ得 ル。鶏 結 核 モ危 瞼 ガ ナ イ ト

ハ 言 ヘ ナ イ。 最近 ノ統 計 ニ ヨ レバ犬 、猫 ノ結 核 ノ、墳 加

シテ ヰル.瑞 典 國民 結 核 豫 防協 會 ノ助 力 ヲ得 テ、犬 叉

ハ猫 ノ結 核 が號 見 サ レタ 場合 ソノ 周 園 ノ人 間 ヲ 検 査
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シタ。 人 間 ト密 接 ナ交 渉 ニ ア ル犬 、猫 デ 人型 菌 ニ ヨッ

テ、 傳 染 シ得 ル形 ノ結 核 ガ生 ズ ル コ トガ剃 明 シ タ。コ

レハ小 見結 核 ノ感 染 源 トシテ重 大 ナ意 義 ヲ有 ヌ ル。

(京 大 小 見科 、 松 田抄)

結 核 性 膳 膜 炎 ノ成 立 條 件 苅 ビニ 豫 防 昌 關 スルニ

三 ノ潮 鮎

ArvidWallgren:EinigeGesichtspunktetiberdie

EntstehungsbedingUngenunddiePropphylaxeder

tuberkulosenMeぬingitis(ActapaediatricaXVIISup。

1935.p.150.)

結 核 性 鵬 膜 炎 ハ新 鮮 一 次結 核 ノ合 併 症 デ ア ル。一 次性

結 核 ハ結 核 感 染 後3-6週 ニ ア ラバv、 結 核 性 膳 膜炎
も

ノ危 瞼 ノ最 モ 多1ノ ハ ー・次 結 核 ノ顯 現 後2ケ 月 デ ア

ル。3ケ 月濟 ム ト危 瞼 ハ減 少 ス ル。故 ニー次 結 核 壁 生

後3ケ 月 間 ハ豫 防 的 手 段 が必 要 デ ア ル。然 ル ニー 次結

核 ノ診 噺 ニ ハ結 節性 紅 斑 ガ役 立 ツ。結 核 性 脚 膜 炎 ノ小

見 デ結 節性 紅斑 ノ既往 歴 が ア ツ タ モ ノ23人 ア リ、 ソ

ノ中 合 理 的治 療 ヲ受 ケ タ モ ノハ3人 ダケ デ アツ タ。又

428人 ノ結 節 性 紅斑 デ 合 理 的豫 防手 段 ヲ 講 ジタh=

"、 結 核 性膿 膜 炎 二罹 ツ タ モ ノ ハ3人 ダケ デア ツ タ、

結核 性 膿膜 炎 ハ3歳 マデ ノ 小 見 二多 イ カ ラ膿 膜 炎 ノ

豫 防 ニハ乳 幼 見 ノ結 核 感 染 ガ重 要 デ ア ル.乳 見 デ合理

的 ナ感 染豫 防 ニ ヨ ツテ 鵬 膜 炎 ヲー定 度 マデ 防 ギ得 ル

コ トハ 、ゴー テyブ,vグ ノ健 康相 談 所 ノ活 動 ノ前 後 ノ

時 期 ノ畷 膜 炎 死 亡 卒 ノ比 較 ニ ヨ リ容 易 ニ ワ カル。

(京 大 小 見科 、 松 田抄)

特 二Patch-Testノ 感 受 性 ヲ考慮 二 入 レ タ種 々 ノ

「ツベ ル ク リ ン」皮 虚 友 癒 ノ比 較 研 究

Anz6n:ComparativeInvestigationofcutaneous,

percutaneousandintracutaneousTuberculiftTests

iachildrenwithspecialreferencetotheSensitive・

nessofthePatch')'est(ActapaediatricaXVIISup.

1.1935.p.156.)

1931年Malmberg及 ビFrommニ ヨツテ 作 ラ レタ

膏 ハ1cm李 方 二1滴 ノ「ッベ ル ク リ ンjヲ 含 有 シ、 ソ

vニ ヨ,レ試験 ノ成 績 ハ ピ ルケ 法 ト98%一 致 ス ル。 ピ

,yク 試験 、Patch・Testが 陰 性 デv}/ト ウ試 験 陽 性s

出 タ モ ノ ノ・1.25%デ ア ル、 有 熱 時 ニハ 皮膚 反庶 、 皮

内反 磨 ハ 確 實 デ ナ イ。(京 大 小 免 科 、 松 田抄)

小 見 結 核 ノ種 々 ワ形態 二 於 ケ ル 胃 洗糠 ニ ヨ ル結

核 菌 詮 明

NilsLeVin:Onthede】monstrationoftUberelebacilli
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bymeaRsoflavageofthestomachindifferentforms

oftuberculosisinchildren.(ActapaediatricaXVII

Sup.1.1935.p.160.、

434人 ノ 「ツ ペ ル ク リ ソ」反 磨 陽性 ノ小 見 二就 イ テ、 朝

二100乃 至200aoノ 微 温 滅 菌 水 デ 胃洗潅 ヲ行 ヒ、直 チ

ニ遠 心 沈澱 ン直接 槍 鏡 、 培養 、 動 物 ヘ ノ 接 種 ヲ行2

タ。 培 養 ハHohn氏 ノ卵 培 養 基 ヲ用 ヒ、 動 物 接 種 ニ

ハ海狸 ヲ用 ヒ、1匹 ニ ハ腹 腔 内 二、他 ノ1匹 ニ ハ皮 下

二接 種 シ タ。800同 ノ槍 査 ノ 中310同(196人)菌 ヲ謹

明 シタ。接 種 法 ガ最 モ ヨク(93%)、 次=培 養 法 デ(31

%)直 接 槍 鏡 シテ 成 功 シタ モ ノノ・ゴ ク少 藪 デ アツ タ。

年 籔 ノ幼 イ程 陽性 率 ハ大 キ イe活 動 性 結 核 ノ68%デ

菌 陽 性 、所 謂 「エ ビソ ベ2レク ロー ゼ」デ ハ100%陽 性 デ

、ア ツ タ。淋 巴 腺結 核 デ ハ、肺 門 周 園 炎 ノア ル モ ノデ ハ

56%、 ナ イモ ノデ ハ25%陽 性e石 灰 化 匂 レ病 竈 ノア

ル モ ノニ デ モ菌 が登 見 サ レ ル コ トがア ル.「 レ ソ トゲ

ソ」所 見 がナ4モ ノ ニ デモ 菌 ノ出 ル コ トガ ア ル.菌 排

出 ノ織 績 期 間 が1年 以 上1年 牛 マデ ノモ ノ36人 、1年

牛以 上2年 マデ ノ モ ノ14人 、2年 以 上 ノモ ノ4人 デ

アル。2ケ 月間 二3同 槍 査 シテ陰 性 ノモ ノ ヲ臨 駄 上 陰

性 トス ル。胃洗瀞 デ菌 ヲ詮 明 シ得 ル モ ノハ他 二感 染 ノ

危 瞼 ガア ル カ ドウ カ定 設 ヲ見 ナ イ が 感 染 シ得 ル モ ノ

トシテ取 扱 フ方 が ヨ 小。(京 大 小 見 科、 松 田抄)

「プ リ。ク テ ン」性 結 膜 炎 ハ活 動 性 結 核 ノー 症 欺 デ

7ル カ

StureASiwe:Isphlyctenularconjunctivitisasy】m-

ptomofactivetuberculosis?(ActapaediatricaXVII

Sup1.1935.p.170.)

13歳 マ デ ノ小見140例 二就 イテ楡査 シタ。 結 核 ノ感

染 ヲ全 然 除外 シ得 ル モ ノ が12%ア ソ タ。 「ブ リュク テ

ソJ蛮 生 ノ 時 期 二 「vyト ゲ ソ」楡 査 ヲ行 ソ タ ト=ロ

「未 治 結核 」が42%
、 進 行 中 ノモ ノが6%、 治 癒 シソ

ツ ア ル モ ノ ガ13%、 決 定 シ 得 ナ イモ ノガ23%ア ツ

タ。 「プ リュク テ ソ」ヲ有 ス ル患 者 が幼 若 デ ア ル 程 結 核

ハ活 動 期 ニ アル ヤ ウデ ア ル。4歳 以 下 デ ハ 「vソ トゲ

ン」検査 デ 「未 治 」ノモ ノ が62%ア リ、7歳 以 上 デハ19

%シ カナ イ。臨 抹 的所 見及 ビ赤 血 球 沈 降 速 度 モ 同様 ノ

結 果 ヲ示 ス。(京 大 小 見 科 、 松 田抄)

「ッベ ル ク リ ン」陰性 ノ結 節性 紅 斑

NilsLando㎡:TuberkulinnegativesErythemanodos・

um(ActaPaediatricaXVIIS叩.1。1935.p.180.)

北 欧 以 外 デノ・結 節 性 紅 斑 ヲ 結核 ト 無關 係 ノ 疾 患 トス
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ル モ ノが多 イ が北 歓 デ ハ 結 節性 紅 斑 ヲ 結 核 ノ臨 駄 像

ト見 ル。 ゴー デ ソプ 」1・xグノ小 見科 デ過 グ ル10年 間 二

750例 ノ結 節性 紅斑iが ア ツ タ が、ソ ノ97%二 結 核 ノ感

染 ヲ鐙 明 シ得 タ。 残 飴 ノ3%即23例=於 テ ハ ァ ラユ

ル結 核 ノ検 査 が陰性 二終 ツ 久 故 二結 核 二感 染 シテ キ

ナ イ モ ノ ニ モ結 節性 紅 斑 ノ出來 ル ロ トハ確 實 デ アル。

コ レハ 非特 殊 性 疾 患 ニ ヨル ザア レ ル ギッシ島 ナ 症 獣 ト

考 ヘ ラ レル.(京 大 小 見 科 、 松 田抄)

外 來 デ治 療 デ キ ル漿 液 性 肋 膜 炎 ノ獲 生

Gregorkr◎nSylvan:HttufungvonF511enambrato.

rischerserδserPleurids。 ・、ActapaediatricaXVII

Sup.1.1935.p.188.)

全 勇 症 状 が侵 サ レナ イ デ、 輕 度 ノ倦 怠 感 、時 ニ ヨ リ胸

側 ノ疾痛 が ア リ、熱 ハ38℃ 以 下、無 熱 ノ コ トモ アル輕

症 ノ肋膜 炎 デ1-2週 以 内 ノ経 過 デ治癒 ス ル。 臨 肱 上

濁 音 モ輕 度 デ ア ル が ㌧'ソ トゲ ソ」特有 ノ 陰 影 ガ 詮 明

サ レル。年 齢、季 節 ノ貼 デ ハ普 通 ノ肋 膜 炎 ニー致 ス ♪レひ

(京 大 小 見 科 、 松 田抄)

小見 肺 結 核 ノ経 過

SalomonsenandTraetteberg:Onthecoarseof

pulmonarytubercUlosisinchildren.(A《:tapacdiatric&

XVIIS穀pL1935.P.200。)

Sδderstr6m2・ ヘ ル シ ング フォ♪レス ニ於 ケ ル 小見 結 核 、

ノ豫 後 ガ甚 タ物 ク ナ イ ヤ ウ ニ詐 債 シ テ ヰ ノレガ、著 者 等

ハ ソ レニ反i封ヌ ル。

1929-1933年 二入 院 シタ活 動 性 結 核 ノ 患者 デ1933-

1934年 二存 命 ス2レ モ ノ205例 二就 イ テ 検 査 シタ。 疾

病 ガ獲 見サvテ18ケ 月以 内 二死 亡 ス ル モ ノ が 最 モ多

イ。18ケ 月 以後 二死 亡 シタ モ ノハ 全 盟 ノ 中 デ8人 ン

カナ イ。即小 見 ノ新 鮮 ナ結 核 ハ 間 モ ナ ク死 ヌ カ叉 ハ思

春 期 マ デ ニ治 癒 シテ シマ フ カ デ ア ル。破 埋 性 ノ肺 炎 性

ノ肺 瘍 、結 核 性膿 膜 炎、 粟 粒 結 核 ノヤ ウナ既 二進 行 シ

タ結 核 ノ形 態 デハ今 日デ モ 以 前 ト同様 二死 亡 率 ハ高

イ がア マ リ進 行 シテ ヰ ナ イ形 態 、 帥 肺 浸潤 、肺 門 淋 巴

腺 結 核 、肋 膜 炎 等 ノ小 見肺 結 核 ノ大 部 分 ヲナ ス モ ノデ

ノ、ドノ年 齢 デモ豫 後 が ヨイ
e生 後2年 マデ デ モ早 期 二

治 療 的 手 段 ガ講 ジ ラ レ ・バ 以 前 考 ヘ ラ レテ ヰ タ ヤ ウ・

二悪 ク ナ イ。故 二早期 ノ診 噺 ト治 療 トが重 要 デ ア ル.

(京 大 小 見 科.松 田 抄)

B・C.G,接 種 二關 ス ル其 ノ後 ノ脛 験

Brinchma」nn:Furtherexperienceofvaccinationwith.

B・CG・(ActapaediatricaXVIISup.1.1935.P.208.)・
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B・C・G.ガ 経 口的 ニモ 皮 内 ニ モ無 害 デ ア リ、 ソ ノ接 種

ニ ヨ ツ テー 定 度 デ 結 核 感 染 ヲ防 ギ得 ル コ トハ 確 カデ

ア ル.叉B.C.G.が 毒 力 ヲ 恢 復 ス ル オ ソ レモ ナ イ。

B℃.Gノ ヤ ウ ナ 弱 イ 「ア レル ギー」ヲ オ"ス モ ノ デ ハ

ソ ノ数 果 ノ劣1定 ニ ハ マ ン トウ試 験 ノ方 力"ヨ ロ シイ。接

種40例 ノ中2ケ 月以 内 デ マ ソ トウ試 験 陽 性 ニ ナ ツ タ

モ ノハ15例 、25例 ハ3-4ケ 月 マ デ ハ陰 性 デ アツ タ.

コ ノ陰 性 ノ期 間 ハ少 ク モ隔 離 ノ必 要 ガ ア ル。

「ア レ ル ギ ー」ノ縫 績 期 間 。 ピ ル ケ試験 陽 性 ノ 期 間 ハ

5ケ 月.マ ソ ト ウ試 験 ハ10ケ 月.ソ ノ 何 レ ノ試 験 ノ

反 磨 ノ潰 失 ノ時 期 二再 接 種 ス ベ キ カバ 決 定 サ レテ ヰ

ナ イ。再 接 種 デ ノぜ ア レル ギ ー」出現 ハ早 ク、激 日、多 ク

モ2週 間以 内 デ ア ル。ソノ縫 績 期 間 ハ ピル ケ試 験 デ6

ク月 、 マ ン トウ試 験 デ9ク 月。故 二結 核 感 染 ノ機 會 ノ

ア ノレモ ノデ ハ毎 年 一 同 ヅ ツ施 行 シナ ケ レバ ナ ラヌ。経

口的 ニ ハ ア マ リ ヨイ結 果 ガ得 プ レ〆ナ イ。

要 ス ル ニ無 害 デ ハ ア ル ガ、 接 種 後6乃 至10週 隔離 ノ

必 要 ア ル コ ト、「ア レル ギー」ノ縫 績 が短 期 間 デ ア ル コ

デ、B℃.G.ヲ ー 般 二豫 防 二用 フ ル ニ ハ躊 躇 ス 」レ。

(京 大小 兜 科 、 松 田抄)

小 見 期 二於 ケ ル纒 口結 楼 ワ病 理 卜臨 躰

HaroldBock:ZurPathologieundKlinikderFtitt-

erangstuberkuloseimKindesalter(Aetapaediatrica

XVIL1935.Sup。1.p.488∂

小 見 デ腹 痛 ヲ伴 フ不 明 ノ疾 患 ニ ハ腹 結 核 ガ多 イ。腹 結

核 ノ際 ハ肺 二症 状 がナ イ コ トが 多d.80%ハ 牛型 菌

デ オ コ リ、 腸 ト腸 間膜 淋 巴腺 トノPrim翫komplexが

ア ノレ。 症 状 ハ殆 ドナ イ が、 腹 腔 内 二空 氣 ヲ入 レテ 「レ

yl・ ゲ ン」鳥 眞 ヲ撮 ル1・石 灰 化 シタ 淋 巴腺 ノ獲 見 サv

ル コ トガ アル.(京 大 小 見科 、 松 田抄)

骨 軟 化 症 卜結 核

Eschbach:Ost6◎malacieettuberculose(Bulletinde

lasoci6t6deP6diatriedeParis1935.Janvier.)

3歳 ノ小 見 デ1年 半來 結 核 性 肺 症 賦 ヲ 呈 シテ 治 癒 シ

ナ イモ ノニ、骨 ノ髪 化 ガ起 ツテ來 タ。 最 初 ノ・絢 縷 病 性

ノ攣 化 デ アツ タ が後 ニ ハ骨 軟 化 症 ヲ呈 シタ。強 度 ノ脱

灰 ハ結 核 ニ ヨ ル榮 養 障 碍 ノ結 果 ト思 バ レル.

(京 大 小見 科 、 松 田抄)

B.C.(L二 關 シ テ聲 師 ガ知 リタ ガ ツ テ ヰ ル事 項

Ik}onTinier:CequeIem6dicineainterethconn・

aitiesurleB.C.G,(Bulletindelasoci6t6deP6dia-

triedePariS.1935.Janvierp.65.)
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B.C.G.ハ 眞 二結 核 二封 シテ 有 数 デ アル が、 フ ラyス

ニ於 テモ マ ダ相 反 ス ル意 見 ガ アル。ス ベ テ ノ懐 疑派 ヲ

訊得 ス,レニ ノ、至 ツ テ ヰ ナ イ。

B.C.G.ハ 無 害 デ ア ル カ。 大 多 数 二於 テ無 害 デ ァ,レが

一一部 二所 謂B6c6giteナ,レ 症}伏 ヲ呈 ス ル コ トがア ル。

即 チB.C.G.嚥 下後 二、 一 般 症 賦 、 胃腸 症 歌 、 腺、 膿

膜 ノ反 慮 ヲ起 コス。

B.C.G.ハ 抵 抗 ヲタ カメ ル カ。 著 者 ハ丑 聖 メットニ反

i封シテ、 コ レ ヲ信 ジナ イe叉B℃.G・ 普 及 二i封シテ取

ラ レテ ヰ,レ手 段 ニ モ多 少 遺憾 ナ貼 が アル.

(京 大 小 見 科 、松 田 抄)

進 行性 開放 性 肺 結 核 ヲ有 ス ル 小 鬼 ノ 結 核 性盲 腸

炎 。 外 科 的 治 療

Dreyfus-S6e,SoreckietAschkanasy:Appendicite

tubercu}eusechezunenfantbacillairepulmonaire

6volutive.CureChirurgicale.(Bulletindelasoci6t6

deP6diatriedeParis1935.Janvier29・)

結 核 小 見 ノ非 結 核 性 盲 腸 炎 ヲ 外 科 的 二 治 療 ス ル ト肺

結 核 ガ治癒 ス ル トイ フ報 告 が ア ル ガ、著 者 達 ハ、8歳

ノ肺 結 核 小 見 デ、空 洞 が ア リ、 喀 血 、 下痢 ノ ア,レ相 當

重 症 ナ患 者 デ、急 性 盲 腸 炎 ヲ起 シタ モ ノ ニ手 術 ヲ行 ソ

タ。組 織 學 的 ニ ハ盲 腸 二化 膿 浸 潤 ガ ア リ近 クニ結 節 が

謹 明 サ レ タ。 術 後 経 過 良 好 デ下痢 モヤ ミ、肺 結核 ニ モ

好 影 響 が ア リ、局 所 モ合 併 症 ナ ク痩 管 ヲ形 成 セ ズ ニ治

癒 シタ。(京 大 小 見 科 、松 田抄)

恐 ラ クー 次 感 染 ニ ョル下 肢 ノ皮 膚 結 核 、痩 管 ヲ有

ス ル鼠 蹟 部 淋 巴腺 結 核

Arman(LDellileetLesobre:L6siontUberculeusecUt・

an6edumembreinf6rieur;ad6nopat}}ieinguinale

fistul6e:primo-infectionprebab}e(BulletindelaSo・

ci6t6deP6diatriedeParis1935.Marsp。215・)

3歳 ノ小 見 ガ結 核 患 者 ノ疾 ヲ 喀 イ タ 床 ノ 上 デ下肢 二

外 傷 ヲ受 ケ、其 虞 カ ラ定 型 的 ノ皮 膚結 核 ヲ生 ジタ、組

織 學 的 ニ モ確 謹 シ得 タ。 鼠 膜 部 淋 巴腺 ニ ハ 痩 管 ガ出

來 、共 虞 カ ラ培 養 ニ ヨツ テ結 核 菌 ヲ謹 明 ジ得 タ。 皮膚

ヲ侵 入 門 戸 トシタcomplexeprimaireデ ア ラ ウ。皮 膚

反 癒 ハ強 陽 性 デ ア ツ タ。

同様 ナ症 状 ヲ呈 シタ7歳 ノ 小 見 ノ 例 ヲ夏 二i直 加 シテ

ヰ ル。(京 大 小 見 科 、松 田抄)

左 肺 上 部 ノ大 キ ナ空 洞 ヲ 伴 ツ タ 乳 見 ノ淋 巴腺肺

結 楼

L,BabOnneixetB.Menetrel:Tuberculoseganglio・
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pulmonairechezunnourrisonavecvolumineuseca"

vernepulmonairedusommetgauche.(Bulletindela

soci6t6dep6diatriedeParis1935.mars.)

6ケ 月 ノ乳 見 デ熱、 咳 漱 、登 作 性 呼 吸 困 難 ヲ訴 ヘ テ來

ル。 「yソ トゲy」 デ左 方 ハ 心臓 縁 ヲ越 工、右 方 ハ右 下

葉 ノ牛 バ ニ達 ス ル大 キ ナ陰影 ヲ認 メ タ リ。物 理 的症 歌

ヲ呈 シ ナ イ。「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 ハ陰 性 デ ア ツタ。 入

院 後10日 ヨ リ呼 吸 困 難 ノ・墳 シ、20日 後 二・・「ソ ベル

〃 リ ソ」反 慮 力。陽 性 ニナ ソ タ。熱 、呼 吸 困 難 ガ縫 績 シ1

ク 月後 二死 亡 ン タ。剖 槍 所 見 デハ 全 縦 隔 甕 ヲ占 メ ル 巨

大 ナ乾 酪 性 淋 巴 腺結 核 ト左 上 葉 ノ 曇二及 ブ 大 キナ空

洞 が ア リ乾酪 ヲ以 テ満 タサ レ テヰ タ。右 肺 ニハ 多数 ノ

軟 化 シタ病 竈 が アッ タ。本例 デ特 異 ナ殿 バ ー次 性肺 病

竈 が腺 病 竈 ヨ リモ大 キ イ コ ト、 臨 林 症 状 ノ少 ッ タ コ

ト、 皮 庸 反 慮 ノ異 常 ナ経 過 デ アル。

(京 大 小 見 科、 松 田抄)

先 天結 核 ノー例

Grenet,Metzger,H6rauxetM6zard:Uncasde

tuberculosecong6nitale(Archivedem6dicinedes

enfants1935.Tome38.p.289.)

8ケ 月 ノ妊 婦 デ結 核 ノ アタレモ ノニ、膿 膜 炎 ノ徴 候 ガ ア

ル ノデ帝 王 切 開 ニ ヨツ テ胎 見 ヲ出 シタ。母 ハ手 術 後6.

日 二死 亡 シ、剖 槍 ニ ヨツ テ肺 ノ粟 粒 結 核 ト鵬 膜 炎 トが

確謹 サ レタ。

生誕 後 直 チ ニ母 ト 隔 離 シ タ 女 見 ニ ハB℃.G.ヲ 接 種

シ、叉 母 二徽 毒 が ア ッ タ ノ デ驕 徽 療 法 ヲ行 ツ タ。 生 後

50日vaリ 熱 、 下 痢 、 嘔 吐 ガ ア リ、 肺 二難 音 が ア ラ バ

レ、 肝 、脾 ガ腫 大 シタ。 徽 毒 ノ症 状 ハ他 二見 ラ レナ カ

ツ タ。 「ツ ベ ンレク リ ソ」反 磨 ハ陰 性 デ ア ツ タ。 生 後60

日デ死 亡 シ タ。剖 槍 ニ ヨ ツ テ全 均 二結 節及 多 撒 ノ菌 ヲ

謹 明 シタ。感 染 ガ胎 盤 ヲ通 ジ テ行 ハ レタ コ トハ疑 フベ

ク モ ナ イ。(京 大 小 見科 、 松 田抄)

結 核 ヲ思 ハ セ タ小 児 晩獲 性 徽 毒

Jos6M.DaRocha,ArlindodeAss:Syphilistardive

si塒ula就1atubercul。sechez1'enfanL(Archivesde

MbdicinedesEnfautsTome38,1935.P.335.)

4歳 ノ男見 デ2年 前 カ ラ吻 軟、及 ビ ソ レ ニ績 ク多 量 ノ

喀 疾、熱 、不 眠 ヲ訴 ヘ テ來 タ。臨 殊 的所 見 トシテ右 肺 ノ

呼 吸音 弱 ク、 鎖 骨 下 二無響 性 呼 吸音 、``b叩itdepot
f616"漉 久 後 左

ニー般 二賭 が アツ テ呼 吸 音 槻

烈 デ アノレ。 肝 ハ鰻 レル。 マ ソ トウ試 験 ハ陰 性.胃 内 容

二 識 ル動物 試験 モ常 二陰 性 。血 液 、 膿 脊 髄 液 ノユ 馬 反
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慮 ハ 強 陽性 。「レ ン トゲ ン」デ右 上 葉 二大 キ イ空洞 ガ ア

リ左肺 門 二近 〃小 サ ナ空 洞 が ア ソ タ。駆 徽 療 法 デ蓮 カ

ニ治 癒 シタ。(京 大 小 見 科 、 松 田 抄)

「ツベ ル ク リン」及 簸 陽 性 ノ外 來 患 見 ノ白血 球 像

CarlH.Smith;Evaluationofthewhitebloodcell

pictureinambulatorychildrenwithpositivetuber-

calinreactions.(AmericanJoumalofDiseaseof

childrenFeb.1935.pボ327㌧VρL49.)

23人 ノ小 見 結 核 外 來 患 者 二就 イテ 定 期 的 二 超 生鵬 染

色 法 ニ ヨツ テ 白血球 敷 ヲ計 算 シタ.各 種 白血 球 ノ比 率

ガ年 齢 ニ ヨソ テ異 ル カ ラ、乳 見 カ ラ4歳 マ デ ト4歳 カ

ラ13歳 マ デb/2群 二分 ケ テ槍 シタ。 既 二結核 二感

染 シテハ ヰ ル が、ソ ノ淵 源 カ ラ遠 ザ カソ テ ヰル モ ノ ・

末 棺 血 液 ハ 正 常 ト大 差 ガ ナ イ。一般 二抵 抗 ノ指 標 トナ

ツ テ ヰ ル淋 巴球 ノ墳 加 ガ特 徴 デ ア ル。

血 液 像 ハ結 核 ノ診 断 的試 験 法 トハ ナ ラ ナ イ ガ、臨 鉢 的

二活 動 性 ノ疑 ノ アノレ時 ハ、 主 訴 、 物 理 的槍 査 、 「レ ン

トゲ ソ」像 ヨ リモ病 理 過 程 二 關 シテ ヨ リ精 細 ナ知 識 ヲ

與 ヘ ル コ トガ アル。

幼 見 デ活 動性 デ ア ル場 合 二攣 化 ハ 最 モ著 シイ。 「モ ノ

チ・-mテン」ノ百 分 率 、 「モ ノ チ ー テ ソ」 ト淋 巴球 トノ比

MILハ 活 動 性 ノ早 期 顯 現 ノ指 標bシ テ役 立 ツ。 豫 後

ノ悪 イ場 合 ハ全 白血 球 ハ増 加 シ、中性 多 核 白血 球 、「モ

ノ チー テ ン」ノ・増 加 シ.淋 巴球 が減 少 シ、 從 ツ テMIL、

ハ上 昇 シ、「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞 ハ減 少 叉 ハ清 失 ス ル
。

(京 大 小 見 科 、 松 田 抄)

奮 「ツベ ル ク リン」、人 型 結 核 菌 蛋 白及 ビ三璽 化酪

酸 沈 降 物

A.Stewart:01dtuberculin,humantuberclebacillus

proteinandtrichloraceticacidprecipitate、(American

Joumal◎fDisease◎fChildrenMarchI935.p .625.

V・1.49)

1・ 奮 「ツ ベ ル ク リ ンF」0.01及0.02mg人 型 結 核 菌蛋

白、及 ビ三 盤化 酷 酸沈 降 物 ノ0.0005及O.001mgヲ 以

テ小 見 ニ マ ン トウ民 試験 ヲ試 ミタ 結果 コ ノ3者 ハ コ

ノ用 量 内 デ等 債 デ ア ル。

2・ 成 人 ニ マ ンbウ 畏試 験 ヲ試 ミル時 二、人型 菌蛋 白

0・0005及0・001mgノ 方 が 奮 ヂツベ ル ク リソ」0.01及

0・02mgヲ 用 ヒ ル ヨ リ陽 性 率 ガ10%以 上 多 イ。

3・ 以 上 ノ成 人 ト小 見 トノ 反 磨 ノ 相 違 ハ 結 核 蛋 白 二

樹 ス ル皮 膚 感 受 性 ノ相 違 ヲ示 ス。

4・=ノ ニ ツ ノ 年 齢 群 ノ 「ア レル ギーJノ 相 違 ハ、 奮

鞍
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「ツ ベ ル ク リ ソ」ノ小 サ ナ 蛋 白分 子 二 封 ス ル 感 受 性 が

時 ト共 二失 ハ レ、人 型 結 核 菌 蛋 白 ノ大 キ ナ集 合 結 核 蛋

白 分 子 二封 ス ル 「アViレ ギ ー」ガ長 ク 保 存 サ レル タ メ

デ ア ラ ウか

5・ 成 人 デ 人 型 結 核 菌蛋 自 ノ 小 量 ガ 薄 「ツ ベ ル ク リ

ソ」ノ等 量 ヨ リ試 験 デス グ レテ キ ル 事 實 ヲ
、 再 感 染 叉

成 人型 結核 ガ多 イ トイ フ コ トデ読 明 出來 ナ イ。

6・ 一 次結 核 ノ100人 ノallergicノ 小見 デ ノ潜 在性

織 維 性 叉 ハ石 灰 化 期 ニ ア ツ テ 著 明 ナ 再 感 染結 核 ヲ示

サ ナ イ モ ノ ニ、奮 「ツ ベ ル ク リ ンJ(》。02mgト 人型 結 核

菌 蛋 白O・OOlgmト デ マ ン トウ氏 試験 ヲ行 ソ タ が相 似

ノ結 果 ヲ得 タ。

7・ 薔 「ツ ベ ル ク リ ン」O.0馳9b人 型 結 核 菌 蛋 白0.

OOImgb・ ・皮 膚 試験 二關 シ テ等 債 デ ア ル。

8・ 人 型 結 核 菌O.OOlmg二 樹 ス,レ反 慮 ノ面 積 ノ・懲 「ツ

ベ ル ク リ ソjO.02mg二 野 ス ♪レノ ヨ リ小 サ イ。

9。 人 型結 核 菌 蛋 白 ハ 抗 元 性 ガ ア ツ テ 未 感 染 ノ個 盟

ヲ結 核 蛋 白 二i封 シテ感 作 シ ウ ル 故 二 試 験 用 二 人型 結

核 菌 蛋 白 ヲ用 フ ル ノハ ヨク ナ イ。新 鮮 純 粋 非感 作 性 標

準 「ツ ベ ル ク リ ソjハ 小 サ ナ 分 子 ノ 結 核 蛋 白 ヲ有 シ

Mycobacteriumtuberculosisニ ヨツ テ ツ ク ラyタ 以外

ノ蛋 白 ヲ有 シナ イ カ ラ 奮 ドツ ベ ル ク リソ」ヨ リ ヨ ロ シ

イ 、

10.尚 實験 資 料 ハ ミネ ソタ デ 結 核 感 染 ノ 減 少 シ ツツ

ア ル コ トヲ示 ス.(京 大 小見 科 、 松 田抄)

急 性 疾 患 ガ皮 膚 ノ「ツベ ル ク リ ン」及 感 二 及 ボ ス

影 響

GMitche】,W.E.Nelson,Th.Leblanc:Studies

onim】nunity.V、Effectofacutediseaseontherea.

ctionoftheskintotuberclllin.(AmericanJournal

ofDiseaseofChildrenMarch1935.P.695.Vol.

49.)

狸 紅熱 、麻 疹 ノ急 性 期 ニ ハ 「ツ ベ ル ク リ ン2二 野 ス ル

ボア レル ギ ・一」ノ抑 止 が存 在 シ
、 ソ レが恢 復 期 二至 ツテ

消 失 ス ル。 「ヂ フ テ リー」デ ノ・急 性 期 ト恢 復 期 トデ 「ツ

ベ ル ク リソ」陽 性 奉 二統 計 上 著 ン イ差 異 ガ ナ カソ タ 。

(京 大 小 見科 、 松 田 抄)

小 見 ノー攻 肺 結 核

A.Walgreen:Primarypulmonarytuberculosisin

Childhood(Ame酒canJournalofDiseaseofChildren

Vo1.43,1935.P.1105.)

結 核 菌 ニ ヨル感 染 ・・primarycomplexヲ 形 成 ス ル。
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ソ レ ト同 時 二結 核 菌 二 封 ス,レ 免 疫 ト「ア レル ギー」ト

が成 立 ス ル。小 見 二於 テ此 ノ時 期 二診 噺 ス ル 切 トハ極

メ テ困難 デ ア,レが、 結 核 菌 ノ謹 明 が 唯 一 ノ手 段 デ ア

ル。著 者 ハcツ ベ ル ク リ ン」反庶 陽 性 ニ ナル1週 間前 二

結 核菌 ノ詮 明 二成功 シタ。感 染 カ ラ 「ア レル ギnノ 幽

現 マ デ ニ3通 乃 至7週 ノ潜 伏 期 ガ アル。コ ノ時 期 ガ濟

ム トー 次 結核 ノ症 状 ガ ア ラバ レル、

1.「 ソペ ル ク リソ」二≡封ス ル感 受 性 。マ ンbウ 試験 二

及 バ ズ、 ビル ケ、 モ ー ロー試 験 デ充 分 デ ア ル。

2。 熱 、 比 較 的 短 期 間 シ カナ イ。4・-6週 以 上 モ熱 ガ

績 ク時 ハ悪 性 ノ結 核 ガ進 展 シテ キ ル ノデ ア ル。

3.結 節性 紅 斑 屡 くア ル モ ノデ ナ イ。

4。 物 理 的 症 状 ハ通 常 鉄 イ テ ヰ ル。

5。 「vソ トゲ ンJ所 見 モ特 有 ナ モ ノハ 存在 シナ イ.肺

組 織 ノ中 ノ境 界 不 鮮 明 ノ稽 く濃 イ陰 影 、一 側 叉 ハ雨側

ノ肺 門 陰 影 ノ鑛 大 等 。

6.呼 氣 道 狭 窄 音 ハ乳 見 ニ ノ・多 イ。

7.touxbitOnole

経 過 バー 般 二良 イ が幼 若 デ ア ル程治 癒 ノ・遅 の レ。進 行

性 ノ乾 酪 性 、空 洞 性 ノモ ノ デ モ皆 死 ヌ トハ限 ラ ナイ。

ヒ ロイ浸 潤 モ吸 牧 サ レ ル。

治 療bシ テ ハ安静 ガ必 要 デ ア ル。赤 血 球沈 降 遽 度 が尋

常 ニ ナ 」レマ デ臥 床 ヲ命 ズル。李 均 解 熱 後4-6週 間 安

静 ニサ セ ル。人 工 氣 胸 ハ不 必 要 デ ア ル.薬 刺 ハ不 要 デ

ア ルゆ

著 者 ハ 更 二肺 ノー 次結 核 ノ 病 理解 剖 ヲ 綜 訊 的 二 違 ペ

テ ヰ ル。(京 大 小 兇 科、 松 田抄)

鳥 結 核 菌 二因 ル壌 疽 性 丘 疹 状 結 核 疹

SabureSato:EiRFallpapulonekrotischerTubercu・

1ide,hervorgerufendurchGeflifgeltuberkelbacillen.

(Arch.ftirDermat.Bd.171.S.335)

凍 瘡 朕 狼 瘡 ノ症 獣 ヲ以 テ始 マ リ、後 二壌 疽 性 丘 疹 状結

核 疹 ノ症 状 二移 レル19歳 ノ女 子 ノ丘 疹 ヲ材 料 ト・yテ

培 養 ヲ試 ミー種 ノ橦 黄 色 ノ 聚落 ヲ 作 ル 抗 酸 性 菌 ノ培

養 ヲ獲 其 鳥 型 結 核 菌 ナ ル事 ヲ詮 明 セU。 本 病 ノ骸端 ハ

12歳 ノ頃 ニ シテ雨 側 ノ足 甲及 ビ 趾 部 二 凍 瘡 ヲ生 ジ易

クナ リ治 療 ノ敷 少 ク爾 來 毎 冬 之 二憎 マサ レタ リ。忌 者

ノ・髄 格 中等 榮 養 佳 良 。胸 部 腹 部 ノ 内臓 諸 器 官 二異常 ナ

ク、殊 二胸 部 二・・「vソbゲyJ像 二櫨,レ モ結 核竈 ト思

ノ・シキ像 ヲ見 ズ。 ピ ル ケ氏 反 磨 弱 陽性 、血 液 ノヱ 茂■

ア ソ氏 反 庶 共 二陰 性 ナ リ。皮 疹 ノ多 〃ハ 雨 側 下腿 二存

シ、小豆 大 ヨ リ大 豆 大 迄 ノ多 鍛 ノ丘 疹 共 屈 伸 雨側 面 及
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ビ膝 蓋 ニ モ 見 ラ,レ。個 々 ノ疹 ハ或 ハ淡 紅 色 ニ シテ 炎症

性 紅景 ヲ以 テ園 マ レ或 ハ蒼 紅 色 叉 ハ褐 紅 色 ニ シテ、頂

貼 二膿 庖 叉 ハ褐 色 ノ痂 皮 ヲ有 ス。其他 既 二輕 キ潰 瘍 面

ヲ呈 ス ル モ ノ有 リ、或 ハ 既 二圓形 叉 ハ儲 圓 形 ノ豫 痕 ヲ

以 テ治 癒 セ ル モ有 リ。即 チー 見定 型 的 ノ壌 疽 性 丘 疹 状

結 核 疹 ノ像 ナ リ。

組 織 像 ハ類 上 皮 細 胞 及 ビ巨態 細 胞 ヲ闘 キ、定 型 的結 核

ノ像 ヲ示 サ ザ ル慢 性 肉 芽腫 ナ リキ。

培 養 菌 ヲ用 ヒテ製Vレ 「ッ ・…j}/ク リ ソ」・・同患 者 二顯

著 ナル 皮 内 及 ビ全 勇 反 磨 ヲ惹 起 シ、其 皮 内反 鷹 ノ強 度

ハ人型 牛 型 結 核 菌 其 他 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 ヲ 以 テ 製 セ

ル 「ツ ベ ル ク リン」或 ハ 「ツ ベ ル ク リ ソ」類 似 試 験 液 ヲ

以 テス ル 同 ジ反 慮 ヨ リ遙 二強 烈 ナ リキ。培 養 菌 ヨ リ製

セ ル 「ワク チ ン」ヲ以 テ ス ル 注 射療 法 ニ ヨ リ皮 疹 ノ・著

シク輕 快 セ ル如 ク見 エ タ リ.

鳥結 核 二因 ル人 間 ノ疾 患 ノ例 ハ 文 獄 上 約40例 ア リ其

内皮 膚 粘膜 ノ疾 患 ノ例 ・・14例 ニ シテ 埋疽 性丘 疹 賦 結

核 疹 ヨ リ 鳥 型 菌 ヲ 培養 シタ ル ノ・Kren・L6weRstein

(1932)ヲ 最 初 ノ報 告 者 トシ、 本 例 ノ・第2ノ 例 タ リe

(干 葉 馨大 皮膚 科 、 齋 藤 抄)

54例 ノ狼 瘡 患 者 血 液 戴 二病 的 組 織 ヨ リノLeew-

enstein氏 法 結 核 菌 培 養 二就 テ

Nogner・More,S:Lam6thodedeLoewensteindans

lasangetlestissuspathologiqueschez54malades

atteinsdeLupustuberculeux(Bull.s◎c.frang.Dermat.

42.p.20,1935)
き

著 者 ・・Loewenstein民 ノ結核 菌 培養 法 ノ成 績=が 人 ニ

ヨ リー 致 シナ イ カ ラ本 研 究 二當 ツ テ 最 初 二 血 液 ヨ リ

次 ニノ・皮 膚 ノ 病 的 組 織 ヨ リ 本 法 二依 ツ テ 結 核 菌 培 養

ヲ試 ミタ。而 シ テ検 査 セ ル症 例 ハ何 レ モ臨駄 的蛇 二病

理 組 織 的=正 確 二結 核 デ アル モ ノ ヲ 選yダ ノデ ア ル

ガ其 ノ結 果 ハ悲 観 的 ナ モ ノデ ア ツ タ。 即 チ54例 ノ狼

瘡 ノ血液 ヨ リ培 養 ヲ試 ミテ 只1例 陽性 成 績 ヲ 得 タ ノ

ミデ アル。

自分 ノ・搬 痕 性 攣 化 ヲ 呈 シテ 居 ナ イ 新 シ葛 艮瘡 結 節

(Lupus・Knδtchen)ヲ 有 ス ル 病 的組i織 ヲ 充 分 細 片 トナ

シテ培 養 ス レバ成 績 ハ100%陽 性 デ ア ル ト信 ジタ。然

ル ニ検 査 シタ23例 ノ結 果 ハ次 ノ通 リデ アル。6例 ノ

狼瘡 結 節 中5例 ハ陽 性 デ結 核 菌 が生 ヘ タe然 シ硬化 型

6例 。 潰 瘍 型5例 。 堆 殖 型3例 。 粟 粒 型1例 。肥 大型

2例 ノ17例 二於 テハ 僅 二2例 ノ ミ陽 性 デ ア ツ タ。

此 ノ結 果 カ ラシ テLoewenstein氏 ノ培 養 法 ノ・鏡敏 デ
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ハ ナ イ ガ非 常 二有 用 デ ア ル ト信 ズル。爾 此 方 法 ヲ改 良

シテー 層簡 軍 ニ ヌ ル事 二 依 ツ テ 結 核'菌 ノ 寄 生 生活 二

就 テ興 味 アル検 査 が行 ハ の レデ ア ロ ウ ト信 ジ テ居 ノレ.

(千 葉 磐 大 皮膚 科 、齋 藤 抄)

Lewandowsky氏 酒 蝕 檬結 核 疹

GeorgeM.Mackee,andMarionB.Sulzberger:

Resacea・likeTuberculidofLewandowsky.(Arch.of

De㎜aLVoL31,P.159)

酒 飯 様 結 核 疹 ・・1909年Blaschko氏 ニ ヨツ テ蛋 見 サ

v1917年Lewand◎w§kyが(顔 面 ノ酒 飯 襟 結 核 疹)ノ

名稽 ノ下 二比 較 的稀 有 ナ ル 顔 面 結核 疹 ノ1型 ヲ 報 告

シタ ノ ニ始 マル。 以 來Jadassohn氏Bloch氏 等 二

俵 ツ テ報告 サv、 ア メ リ カニ於 テ ハGuyandJacob.

MichelsonandWiner,Ormsby等 二依 ツ テ報 告 サ レ

テ居 ル。

我 々 ハ酒 餓 様 結 核 疹 ノ10例 ヲ得 タ ノ デ 其 診 断 組織 的

髪 化、 免 疫 、治 療 等 二就 テ線 括 的 二報 告 ス ル。

性 二關 シテ ハ雨 性 ヲ侵 シ男6例 、 女4例 デ ア ツ タ。年

齢 的關 係 ハ丁 度酒 餓 ヲ起 ス ト同 ジ年 齢 二來 リ、我 々ノ

例 二於 テ ハ29歳 カ ラ67歳 迄 デ アツ タ。他 ノ結 核 疹 ノ

如 クー 般 二、何 塵 ニ モ進 行 シタ結 核 病 竈 ハ無 ク、只 中

二其 痕 跡 ヲ認 ム ル モ ノガ ア ッ タ ノ ミデ ア ル 其 他1例

二於 テ ハ痔痩 ヲ、他 ノ1例 二於 テ ノ・丘 疹 性 壌疽 性結 核

疹 ヲ、今1例 二於 テハ ロ蓋 粘 膜 ノ紅 斑 性狼 瘡 ヲ有 シテ

居 タ。

(1)類 症 鑑 別:a)酒 飯 性 座 瘡(acner・sacea)ト ノ匠

別 。酒 餓様 結 核 疹 ハ顔 ノ中央 部 ノ ミヲ侵 ス事 ハ稀 デ ア

リ、他 ノ部 分 ヲモ侵 シ、寧 ・中央 部 ガ 侵 サ レテ居 ナ イ

事 ガ アル.頬 部、 額 部 、顎 部 ハ 好登 部 位 デ アル。 而 シ

テ多 年 ノ 間 二肥 大 、鼻 瘤 ヲ形 成 ス ル事 ガ ナ イ.脂 漏 ハ

酒 餓 ノ如 ク必 獲 デ ナ ク且 ツ輕 度 デ ア ノレ.毛 嚢 贔 ハ酒 餓

二 ・・多 イ が結 核 疹 ニ ハ ナ イ.硝 子 塵 診(Diaskopy)ニ

ヨル ト本 症 ハ褐 黄 色 ノ結 節 ヲ残 ス..

b)顔 面 粟 粒 結 核 トノ匠 別 。 毛 細 管振 張 、著 明 ノ炎

症 、 落 屑 等 イ・粟 粒 結 核 ニ ハ ナ ク、且 ツ酒 餓 様 結 核 疹 導

リ大 キ ク シテ深 部 位 迄 侵 ス.粟 粒結 核 ハ顔 面 以 外 ノ他

ノ部 分 ヲモ侵 ス.

(2)病 理 組 織:酒 飯 様 結核 疹 ノ 組 織 ハ 結核 様 ノ 限 局

性 細 胞 寝 潤 ヲ呈 シ殆 ン ド表 皮 直 下 ニア ル。此 外血 管周

園 ノ細 胞 浸潤 ヲ モ認 メル.限 局 性 細胞 浸 潤 ニ ハ表 皮 襟

細 胞 、 ラ ソグ ハ ンス 氏 巨大 細 胞 、中 心 ニハ少 藪 ノ淋 巴

球 ア リ、虞 々「プ ラ ス マJ細 胞 ヲ認 メ ル。 結 節 ノ外 縁 部
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二於テハ淋巴球多クナリ表皮様細胞ハ少敷 トナ,レ。結

節 ノ外縁ハ淋巴球二園 マレ、ソシテ次第 二周園 ノ結締

織二移行スル噂此外細胞浸潤ハ屡 く毛嚢周園或 ハ汗腺

ノ周園ニアル.血 管ノ振張ハ非常二多ク結核菌ハナ

イ。此組織像習リスレバ明二酒飯性痙瘡 トハ異ナルガ

粟粒結核 トノ匠別ハ往 々困難デアル。只粟粒結核ハ典

型的結核 ヲ示シ、中心ハ乾酪攣性。次二表皮様細胞、

ラソグハンス氏巨大細胞、周園二淋巴球浸潤 ト云フ

事 ニナツテ層ルが酒飯様結核疹 ノ患者二於 テハ古 イ

結核二於テモ中心ノ乾酪攣性ハ殆 ドナイ。

(3)免 疫:Martenstein粒 二N◎11雨 氏 ハ酒餓楳結核

疹 ノ患者二於テ67%「 ソベルクリン」反磨ノ強陽性ナ

ルヲ見タ.我 々ノ症例二於テモ同様高度 ノ陽性卒 ヲ示

シタ9

(4)治 療:食 物 ハ刺 戟 物 ヲ避 ケ腸 ヲ整 ヘ ル.レ ソ トゲ

ン治 療 ノ、数 果 ナ シ。我 々が最 モ数 果 ア リ ト思 ハ レタ モ

ノ ハ「チ ー1硫酸 「ナ トリユ ー ム」金(goldSGdiumthio

sulphate)ノ 注 射 。fビ タ ミソ」裾 給 、強 肚 瑚 投 奥 。 均 膿

ノ紫 外 線 照 射 、 「ツ ベ ル ク リ ソ」脱 感 作 等 デ プ ッ タ。

Jadassohnハ 水 銀 石 英 燈 ノ照 射 ヲ推 賞 シテ 居 ル が我

々ハ之 レ ヲ試 ミナ カ ツ タ。(千 葉 馨 大 皮 膚 科 、 齋 藤 抄)

酒 餓 檬 結 核 症

UdoJ.WileandFranklinH。Graner:Rosacea。like

Tuberculosis(Ardh.ofDermatVol.31.P.174)

著 者 ハ5例 ノ顔 面 酒 餓 様 結 核 疹 ノ症 例 ヲ 報 告 シ 從 來

ノ女 獄 ヨ リ16例 ヲ集 メ、合 計21例 二就 テ総 括 的 槻 察

ヲナ シ テ居2レ。 一般 的病 朕 ハLewandowskyノ 記 載

ト同 様 デ ア ル。

性 二關 シ テハ 婦 人 二多 ク性 ノ記載 ア」レモ ノ18例 申14

例 ハ婦 人 デ ア ツ テ、 我 々 ノ5例 モ 亦 全 部 婦 人 テ ァ ッ

タ.年 齢 的 關 係 ハ27歳 欝 リ47歳 迄 ノ 間 ニ アルe號 疹

期 間 ハ2ケ 月 ヨ リ5ケ 年 二及 ビ、李 均1ケ 年 牛 デ アツ

タ。 蛮 疹 部 位 ハ頬 部、 額 部 が最 モ多 ク 侵 サ レ 次 二鼻

部 、 顎 部 が侵 サ レ、口唇 粘膜 、 鼻 孔 粘膜 ノ侵 サ レタ モ

ノハ ナ イ。 毛細 管据 張 、 搬 痕 、膿 庖 等 ハ 之 ヲ認 メ タ.

次 二結 核 ノ症 歴 ヲ有 ス ルモ ノが2例 、疑 ヲ有 ス ル モ ノ

が2例 、全 然結 核 ノ症歴 ノ ナ イ モ ノ が5例 ア ツ タ.家

族 結 核 二關 シテ ハ僅 力1例 ヲ見 タ ノ ミデ アル。令 併 症

二就 テ ハ狼 瘡1例 、結 核性 角膜 炎1例 、 肺 結 核4例 ヲ

認 メ タ。

組 織 像 二就 テ ハ 全 部 同様 デ ア ツ テ 表 皮 下 二 結 核 ヲ作

リ4例 ハ 中 心 ノ埋 疽 ヲ示 シテ居 タ.結 核 菌 ハ謹 明 サ レ
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ナ カツ タ。

「ッ ベ ル ク リ 恥 反 磨 ハ17例 中13例 陽性 デ ア ツ タ
。

最 後 二組織 像 ハ 結 核 デ ア ル カ ラ シ テ 本 症 ハ皮膚 結 核

ノー 型 デ ア1,深 部 ノ結 核 ガ血 管 ニ ョッ テ 据 ッ タ モ ノ

デ アル。 爾酒 餓様 結核 疹(Rosacea-1iketuberculid)ト

云 フ名 稽 ノ代 リ ニ酒 餓 様 結 核 症(Resacea・1iketuberc・

ulosis)ト 云 フ名 稽 ヲ提 言 ス ル。本 症 ノ、「ツ ベ2レ ク リン」

二 封 シテ過 敏 トナ ソ テ 居)レ シrツ ベル ク リ ン」反 慮 ハ

診噺 上重 要 デ ア,レが本 症 二特 有 ナ モ ノ デ ハ ナ イ。

(千 葉 醤 大 皮 膚科 、 齋 藤 抄)

腺 病 性 苔 癬 ト紅 斑 性 猿 瘡 トガ同 時 二現 レタ ル例

DouglasW.Montgomery:CoincidenceofLichen

scr。fulosoumwithLupuserythematosus.(Ar℃h.of

DermatVol.31.p.371,1935)

著 者 ・・腺 病 性 苔 癬i(Lichenscrofu1Gsorum)ト 紅斑 性 狼

瘡(Lupuserythematosusうbガ 同時 二現 レ タ症例 ヲ報

告 シテ居,レ,

ろ7歳 ノ女 子 。 彼 女 ノ夫 ハ肺 結核 デ死亡 シテ 居 ル ガ彼

女 ニ ハ別 二結 核 病 竈 ハ ナ イ。紅 斑 性狼 瘡 ノ病 竃 ノ、右 瀕

額 、 雨 前 搏。 肘 等 ニ ア リ、是 等 ハ紅 色 ニ シ テ隆 起 セ ル

邊 縁 ヲ以 テ園 マ レ中心 昭 凹 シ僅 二薄 イ鱗 屑 がア ル。

一 方 腺 病 性 苔 癬 ・・前 購 尺骨 外側 二 圓錐 形 ノ 丘 疹 ヲナ

ジ黒 色 ノ角 栓 ヲ有 シ テ居,レ。此 丘 疹 ハ皮 脂 腺 ニー致 シ

テ居 リ毛 孔 性 苔 癬…(Lichenpilaris)=似 テ 居jレ。 然 ン

ナ ガ ラ腕 ノ他 ノ部 ニハ 毛 孔 性 苔癬 ハ ナ イ。

要 ス ル ニ本 例 ハ 紅 斑 性狼 瘡 ト 腺病 性 苔癬 ガ 同時 二現

レタ モ ノデ興 味 ガ ア ル。(齋 藤 附 言。 此 場合 組 織 的 検

査 並 」 ツペ ル ク リソ」反慮 ハ楡 査 シテ ナ イ)。

(千 葉 署 大 皮 膚科 、 齋 藤 抄)

歯 科 治療 後 起 レル ロ腔 内 非 潰 瘍 性 結 核 症

CharlesRobertReinandMHillelFeldman;nonll・

lcerativeTuberculosisofthemouthfollowingdental

procedure(Arch.ofDermat.Vol.31.No.6.p.858,

1935)

最近 我 々ハ 歯科 泊 療 後 口腔 内 二 獲 生 セ ル 非 潰 瘍 性結

核 症 ノー 異型 二遭 遇 シタ ノデ此 盧 二報 告 ス ル。

患 者 ハ27歳 ノ女 中 デ、 左 側 上 顎 犬 薗 ヲ折 り、 歯科 儲

ヲ訪V局 所 麻 酔 ノ下 二 治 療 後 一 慮 「ゴ ム」ノ 充填 ヲ受

ケ タ。3遍 ノ後 同 歯 ノ充填 ヲ行 ヒタ ル ニ患 者 ハ2時 間

後 左側 額 骨(Zygoma)下 方 皮 膚 直下 二小結 節 ノ アル ニ

氣 付 イタ。同結 節 ハ次 第 二増 大 ス ル傾 向 ア リ絡 二1ケ

月後 左側 下顎 犬 歯 ノ抜 歯 ヲ行 ヒ タ ル ニ 結 節 ハ 盒 々増
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大 シ絡 二我 々 ヲ訪 レタ。結 鮪 ノ大 サ バ胡 桃 大 デ鯛 診 ス

レバ輕 度 二疾 痛 ア リ.此 施 二於 テ我 々ハ之 ヲ切 除 シ組

織 的 二検査 セ ル ニ正 二結 核 デ ア ツタ.即 チ眞 皮 中 二或

ハ弧 立 シ、或 ハ融 合 セ ル 多 ク ノ結 核 ヲ作 リ、 無 撒 ノ血

管振 張 ア リ。

手術 後 結 節 ノ・再 ビ壇 大 ヲ 初 メ タ ノデ1ケ 月後 再 ビ切

除 ヲ行 ヒ槍 鏡 セ ル ニ前 同 ト 全 ク同 様 ノ組 織 像 ヲ示 シ

タ。

本症 例 ハ 「モル モット∫二依 ル動 物 實 験 ハ 陰 性 、 組 織 中

結核 菌 ノ詮 明 ハ陰 性 、他 ノ結 核 トノ關係 ハ不 明 ナ レ ド

モ、「ツ ペ ル ク リ ソ」ヲ浸 セ,v布 片 貼 布 試験(Pathtest)

ハ強 陽 性 デ ア ツタ。

本 症例 ノ・gutta-percha(vソ トゲ ン爲 眞 二依 レバ患部

二異 物 ア リ、 恐 ラ 〃治 療 中gutta-perchaノ 侵 入 セ2レ

モ ノナ ラ ソ。)二依 ル異 物 反 癒 二 濁 リ生 ジタ モ ノ カ、或

ハ注 射 ノ際 結 核 菌 ヲ逡 入 セ ル モ ノ カ バ 不 明 デ ア,レが、

要 ス ルニ組 織 像 ヨ リ結 核 ノ 詐 潰 瘍 型b信 ジラt/ル 例

デ ア リ、 薗科 治 療 二依 リ起 の レモ ノデ ア ル ト 思 バ レ

ル。 本 症 例 ノ・切 除後yン トゲ ン照 射 二依 リ全 治 シタ.

(千 葉 馨 大 皮膚 科 、 齋 藤 抄)

諸 種 皮虐 疾 患 ノ無食 盤 食 餌 療 法 二就 デ(皿)

二 宮 黄 彌:(皮 膚 科紀 要、25巻 、1號 、60頁)

此 ノ中結 核 二關 ス ル部 分 ノ ミヲ抄 録 ス ル.

著 者 ハ尋 常 性 狼 癒5例 、結 核11例(べ ず.と氏 硬結 性 紅

斑5例 。丘 疹 壌 疽 結 核 疹2例 、 雨 者 合 併 症 ・1,例。)二就

テ ノ無 食 囎 食 餌 療 法 ヲ報 告 シテ キ ル.

(1)尋 常性 狼 瘡5例 中1例 ハ入 院38日 、 自宅 療 法8

ケ月 二及 ブモ再 獲 シテ荏 蕩 治 セ ズ、3例 ・・233日 或 ノ・

90日 或 ハ131日 無 食 鞭 療 法 ヲ行 フ モ 治 セズ 終 二治 療

中止 ノ止 ムナ キ ニ至 ツ テ居 」レ。 只1例 ハ入 院30日 後

自宅 デ無 食 軽療 法 ヲ行 ヒ完 全 二治 セ ル ノ ミデ ア ル。之

レヨ リン テ無 食 顧 食 餌療 法 ・・尋 常性 狼 瘡 ノ療 法 トシ

テハ完 全 ナ,レ ヲ得 ナ イ。爾 局 所 療 法 び ピチ ロ ール、 パ

スタ」、「vソ トゲ ン」、 日光 浴 、 太 陽 燈 照 射)ノ 作 用 ハ

無 食 盤食 餌 療 法 ヲ行 ナ ハ ナ イ 時 ヨ リモ 数果 著 明 デ ア

ル 。

(2)結 核疹:バ サン氏硬結性紅斑 ハ 無食顧食餌療法

最モ数果的ニシテ1週 間デ治 二向ヒ再獲セズ。丘疹壌

疽性結核疹ババサ ソ氏硬結性紅斑 二比シ治療妓果ハ

少ク長イ経過 ヲ取ツタ。結核疹二於テモ局所療法ハ治

療 ヲ促進セシメル。(千 葉馨大皮膚科、齋藤抄)

紅 斑性猿瘡 ノ統計的観察蛇 二其金製割療法 二就
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テ

竹 内勝:(皮 膚 ト泌 尿 、第 三巻 、2ろ7頁)

著 者 ハ大 正12年1月 ヨ リ昭和8年12月 二 亙 ル11年

聞 二千葉 磐大 皮 膚 科 敏 室 ヲ 訪 ヘ ル 紀斑 性 狼癒20例

b、 同年 間 二報 告 ア リ シ本 症 ノ本 邦 女 職 例 約150例 ト

併 セ テ統 計 的 二襯 察 ヲナ シ、特 二金 製 鮒 二 醤 ル治療 法

ノ卓 数 アル ヲ記 セ リ.

(1)性 別 ハ 著 者 ノ症 例 二於 テ ハ 女 子 ・・男 子 ヨ リモ少

シク多 キ モ、一般 ニハ女 子 ハ男 子Mリ2-3倍 多 キ が

如 シ。

(2)獲 病 年 齢 ノ、著 者 ハ20歳 前 後 及 ビ40歳 ヲ過 グ ル

頃 二著 明 二増 加 ス ル ヲ認 メ、 最 小12歳 ニ シテ 最高 ハ

50歳 ナ リe螢 病 ヨ リ來院 迄 ノ罹 病 期間 ハ50%ノ ・1年

以 内 ナ ル モ10絵 年 二亙 ル モ ノモ存 セ リ。 本 邦 文 献 二

於 テ モ50%ハ15歳 乃 至30歳 ノ問=骸 病 セ リ。

(3)初 登 部 位 ・・成 書 ノ記 載 ト 同様 二顔 面 ナ ル ヲ常 ト

スル モ、特 二頬 部 二 多 ク鼻 部 之 二次 グ黒占反 封 ナ リ。 紅

斑 費 生部 位 ハ鼻 背 、鼻 翼 及 左 右 頬 及 ビ上 唇 二多 ク、 耳

翼 、 上胸 部 之 二次 グ、而 シテ右 頬 ハ左 頬 ヨ リモ少 シク

多 シ.

(4)治 療 法 ノ、金 製 倒 特 二 外 リ ファー ル」卓 数 ア リ、4

--5同 ノ注 射 二依 ツテ病 竈 ノ登 赤 ハ 著 明 ナ ル褐 色 ヲ

來 タ シ、同時 二浸 潤 モ減 退 ス.要 ス ノレニ金療 法 ノ成 績

ハ他 ノ療 法 二比 シ テ卓 絶 シ、比 較 的 短 時 日 ニ シテ治 癒

ス ル モ、時 二 中毒 疹 ヲ將 來 ス ノレ事 ヲ知 レ リ。

(千 葉 馨 大 皮 膚科 、 齋藤 抄)

血 管類 狼 瘡 ノー 例 二就 テ

古 賀 賢 二:(皮 碍 ト泌 尿 、 第三 巻 、292頁)

血 管 類狼 瘡 ・・極 メテ稀 有 ナ ル疾 患 ニ シテBrocq,Pau

trier雨 氏 二依 ツ テ初 メ テ報告 サ レ、 本 邦 二於 テ ハ馬

場 上 妻 雨 氏 ノ 第1例 。 谷 村 、 今 北 雨 氏 ノ第2例 二次

ギ、 余 ノ症 例 ハ第3例 デ ア ♪レ。從 來 ノ女 厭 蚊 二 臼己 ノ

症 例 欝 リ見 テ本症 ハ結 核 二因 ル事 ハ 明 デ アル。今 自己

ノ症 例 ヲ要 約 ス レバ次 ノ如 ク デ ア ル。

余 ノ槻 察 セ,レ 症 例 ハ18歳 ノ女 性 二約10年 前 ヨ リ螢

生 セ;レ定 型 的 血 管 類 狼 瘡 デ ァツ テ 登 生 部 位 ハ右頬 部 、

大 サ1.5×2.0糎 、 皮 面xり 稽 く隆 起 シ 中央 多 少 隔 凹

シ、 表 面 ハ葬 薄 デ輕 度 ノ落 屑 ヲ 見、明 カ ナ ル毛細 管振

張 ヲ謹 明 シタ。蝿 力 性 柔 軟 デ ア ツテ赤 褐 色 ヲ呈 シ硲 子

歴 ニテ罷 色 セ ズ、 境 界 明 劃 デ アレ.ピ ァレケ氏 反 旛 陰

性 、吉 田氏AO反 懸 中等 度 陽 性 、血液 像 デ輕 度 ノ淋 巴

球 壌 多 がア リ、徽 毒 血 清 反 磨 陰 性.爾 内 景 的 ニ ハ肋 膜
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癒著、肺尖浸潤 ヲ詮明シ輕度ノ號熱ヲ件ツタ。治療上

好影響 ヲ與 ヘタノハレントゲソ線及「ラヂウ荊 線デ

アツテ「mビ オソj及減盤食 ノ数果二就 テノ・論 ジ得ナ

カツタ。組織墾化ハ尋常性狼癒及類狼瘡 ノ所見ヲ条ネ

備ヘテ居タ.(千 葉馨大皮庸科、齋藤抄)

禰蔓性漫潤性類獲瘡 ノー例戴二本邦類猿瘡 ノ統

計的観察

古賀公吾:(皮 膚 ト泌尿、第3巻 、299頁)

著者ハ我國二於ケル恐ラク14番 目ノ類狼瘡症例デ特

二稀型 トサ レタ禰蔓性浸潤型ノ1例 ヲ報告シタ、患者

ハ42歳 ノ男子デ、上ロ唇 二獲生シタ例 デ、多少護護

腫 ヲ疑ノ・シメタが、血清槍査ヲ3同 行ツテ常二陰性デ

アツタ。 ピルケ氏反慮モ亦陰性デアツタガ、3ケ 月牛

後 ノマソトー氏皮内反慮ハ中等度陽性デ、AO二 依ル

結核反慮モ亦中等度陽性デ、結核 トノ因果關係 ヲ考慮

ヤシムルモノガアル。組織像ハBoeck∫ 毫ノ記栽二全

クー致ス,レモノデ、眞皮 カラ皮下脂肪組織二及 ソデ、

上皮檬細胞 ノ群籏 ヲ園 ンデ少数 ノ淋巴球ガアリ、最外

園 ヲ結締織ニヨリ包マレテ居ル。他臓器ノ結核症ハ臨

林的ニモX線 的ニモ謹明出來ナカツタ。肺門淋巴腺 ノ

石灰沈著病竈ハ陳蕾ナモノデアル。組織片ヲ以テスル

海猿接種試験デハ結核菌 ニヨル病理解剖墾化 ハ見,レ

事ガ出來ナカツタ。 著者ハ此1例 ヲ加ヘタ本邦14例

ノ統計的観察ヲナシタ.今 同経験 シタ患者 ノ局所、組

織所見 ト統計二依ツテ得タ根捺 トニ 由リ本種ハ結核

ト關係アルモノニシテ、其 ノ意味デ結核疹二罵セシム

ベキモノデアル ト考ヘテ居ル。本例 ニハ「ラヂウム」及

減鞭食療法 が数 ヲ奏 シタ檬二思バレル。

(千葉署大皮膚科、齋藤抄)

一 般 學 術 雑 誌

横隔膜紳経捻除術後ノ呼吸運動二就テ。附、本術

ノ肺結核治療妓果二關スル疑義

石山編二鄭:(岡 山醤大敏授、東京慰事新誌、第59年 、

第2895號 、昭和9年9月)

窒謬在任中二行 ヒタル横隔膜紳輕捻除8例 ノ報告ニ

テ手衛前後二、著者ノ考案ニナル呼吸運動描爲器ニヨ

♪レ「プノイモグラフィーコニヨリテ研究 ンタ。 其ノ結果

ハ1)一 般 二y一術後ニハ術働胸廓 ノ呼吸i運動が著シ

ク墳大 シ殊二上呼吸二著シイ。2)此 ノ呼吸運動培大

ハ非術側ニハ殆 ンド現ハ レヌ。即チ手術ニヨル代償性

胸廓呼吸蓮動ノ・術側ニノミ見ラレル。3)横 隔膜紳経

捻除ハ從テ當該胸廓 ノ呼吸蓮動 ヲ著 シ〃促進ス,レ。

(東京市療、池上抄)

喀血ガ肺結核ノ経過二及ボス影饗二關 スル臨躰

的蛇賓験的研究、第一編 肺結核患者 ノ喀血 二關

スル観察特二脛過二及ボス影響二就 テ

山上貫哉:(大 阪屠事新誠 第6巻 、第6號 、6月20

日、1635.)

著者ハ200名 ノ肺結核喀血患者二就 ギ膿温、喀血量、

血液所見「ツベルクリソ」、Clアwvギ ・rX線 所 見、人

工氣胸横隔膜憩経捻除術及 ビ喀疾中結核菌混合感染

等ノ影響 ヲ調査シタルニ、喀血後ノ豫徴判定ニハ喀疾

中結核菌 ノ有無及 ビ肺炎璽球菌 ノ混合感染ガ重要ナ

ル因子ナ リト云ヒ、横隔膜赫経捻除術施行後 ノ喀血ハ

豫後不良ナルモノ多ク、叉喀血死患者ハ3名 認メタリ

ト。

第二編 結核菌及血液氣管内注入後 ノ肺臓ノ病璽昌

就テ ・

種 々ナル菌量、毒力 ノ結核菌 ト血液 ヲ種 々ナル方法二

於テ海猿ノ氣管内二注入シタルニ肺臓 二於ケル結核

性攣化・・血液ノ混合注入 セザリシモノニ比 シ何 レモ

高度ニシテ、其 ノ原因 トシテ、血液氣管内注入後 ノ肺

臓 ノ病愛ガ結核號生二便ナル外、血液ノ氣胞到達性ノ

容易ニシテ、肺臓炎衝部位 ノPHノ 低下ガ結核菌ノ

號育二好影響アリ、叉随件菌存在 セル外 ハ混合感染叉

免疫動物ニテノ・「アレルギー」ノ存在等ニ テ結核性璽

化ハ樹照二比 シ墳悪ス。(今 村内科、西垣抄)

葡萄糖「インゼリン」ノ結核二及ボス影饗二關ス

ル實験的研究

山上貫哉、田中幸夫:(大 阪署事新誌、原著版第6巻

第6號 、6月20日 、1935)

結核動物二「葡」「イjヲ併用注射 セ ル月 ハ樹照二比

シ結核形成ハ輕度ナリキ。(今 村内科、西垣抄)

横隔膜紳経捻除術治療成績特 二其ノ持纏的鼓果

二就イテ

山上貫哉、小原勇:(大 阪儲事新誌、原著版第6巻 第

6號 、6月20日 、1935)

今村内科入院患者中本手術施行セ,v167名=就 キ、殊
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二長期観察ヲ行 ヒタルニ本手術施行後短時日ニテハ

其 ノ影響不良ナレ共長年月後 ニテノ・一時可良 ナリト

モソノ後悪化セルモノ比較的多ク其 ノ原因ノー トシ

テ退院後ノ患者ノ療養不適當ヲ云ヘリ。

(今村内科、西垣抄)

肺臓外結核二於ケル肺膿 ノX線 像二就テ

山上貫哉、黄楊一雄、外山重高:(大 阪馨事新誌、原

著版、第6巻 、第6號 、6月20日 、1935)

外科、眼科、皮膚泌尿器科結核患者117名 ノ胸部X線

像 ヲ調査 シタルニ肺臓外結核 二於テハ殆 ド総テノ場

合X線 上二肺臓二愛化アリテ、肺門腺腫脹ハ各結核 二

伴フ場合多ク、外科的結核二於テハ病竈散在性攣化 ヲ

見ル諏ト多クビルケ氏反庶ハ強陽性 ヲ示スモノ多ク、

赤血球沈降反慮ハ皮膚給核以外二於テハ可成 リ促進

スルモノ多シ。(今 村内科、西垣抄)

日射病ノ實験的研究特二結核動物二於ケル墾化

二就テ

山上貫哉、岩田善次、岡田道三、 李尾稔:(大 阪醤事

新誌、管原著版、第66巻 ㌻第6號 、6月20日 、1935)

健康結核家兎ヲ日射病 二罹患 セシメタルニ雨群共二

高度ナル赤血球籔血色素量白血球撒血小板鍛 ノ減少

ヲ來 シ、赤血球籔、血小板撒ノ減少率ハ結核動物二於

テ殊二甚シ、叉雨群共二赤血球 ノ抵抗ハ減弱 シ、血糖

量ハ墳加ヌ、叉、血液酸中和能ハ次 ノ如 ク低下ス。
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叉雨群共 二何レノ臓器モ充血ス、殊二肺臓 二於テ最モ

著明ナリ。 .(今 村内科、西垣抄)

肺壌疽ノ統計的観察殊二肺結核 トノ關係二就 テ

藤岡長正、山上貫哉:(大 阪謄事新誌、 策続巻、第7

號、7月10日 、1935)

今村内科入院中ノ肺壌疽患者22名 二就キ殊二肺結核

トノ關係ヲ調査セシニ2例 ノモノヲ認メタリ、故二肺

埋疽 ト肺結核 トノ合併ハ稀有ナ♪レモノナラズトス。

(今村内科、西垣抄)
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